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◆今月の表紙

わたしたちは
心身をきたえ　仕事にはげみ

大田原を豊かなまちにしましょう

■大田原市役所■

06 トピックス
大田原市史編さん刊行物　販売中／２０２２
とちぎ国体無事終了／軽自動車税（種別割）納
税通知書の発送と減免の手続き　ほか

■市民憲章■

03 名誉市民　黒田杏子氏　ご逝去

10 健康おおたわら塾
５月 31 日は世界禁煙デーです

04 特集
大田原市と相撲

21 スナップおおたわら

〒324-8641
栃木県大田原市本町１丁目４番１号
電　　話  ０２８７（２３）１１１１
業務時間  午前８時30分～午後５時15分㊊～㊎
延長窓口  午後５時15分～７時㊌
※市民課・国保年金課・税務課・子ども幸福課
　保育課・会計課のみ

目　次

18 地域のひろば
地域おこし協力隊活動レポート／なす風土記
ものがたり／知って得するくらし情報　ほか

11 市からのお知らせ
健康・福祉／税／くらし　ほか

広報おおたわらの内容を音声で聞くことができま
す。『音訳（デイジー）版広報おおたわら』をご希望の
方は、下記へお問い合わせください。

福祉課　 ３階　 ０２８７（２３）８９２１

情報政策課　 ６階　 ０２８７（２３）８７００

「広報おおたわら」はホームページなどでも
ご覧いただけます。
　  https://www.city.ohtawara.tochigi.jp/
　 category/bunya/administration/publi
　 city/kouhou-ohtawara/

「広報おおたわら」のご意見・ご感想をお寄
せください。
　  https://www.city.ohtawara.tochigi.jp/
　  voice/5/

◆掲示板

●日　時　５月14日㊐、５月20日㊏、５月28日㊐
　　　　　午前８時45分～正午、午後１時～４時30分
●場　所　本庁舎２階市民課窓口
　　　　　※南側玄関から入り、エレベーターをご利用ください。
●対象者　マイナンバーカードを申請済で、市から『交付通

知はがき』が届いた方　※事前予約が必要になります。
　【予約専用電話】　 ０２８７（２３）８７５５
●持ち物　①交付通知はがき、②暗証番号設定用紙、③身分証

明書（官公庁の発行した顔写真付きの物１点、または保険証
など２点）、④通知カード（お持ちの方のみ）、⑤住民基本台
帳カード（お持ちの方のみ）
市民課　本２階　
０２８７（２３）８７５５

マイナンバーカードの休日交付【予約制】

　表紙は、第 72 期ＡＬＳＯＫ杯王将戦七番勝負において王将位
を防衛した藤井 聡太 王将の祝勝会の様子です。３月 24 日にピ
アートホールにて開催され、関係者・一般ファンら約 400 名が
参加しました。
　３月 25 日には関連イベントとして、ホテル花月にて市内の小
中学生 10 人を対象とした藤井 王将と青野 九段による指導対局
が行われました。また、今期王将戦を振り返るトークイベント
も開催され、多くの方に注目された羽生 善治 九段との熱戦を振
り返りました。

最新情報はこちら

小中学生との指導対局

藤井 王将による大盤解説

藤井 王将と青野 九段による
トークイベント



　平成４年に「第４回黒羽芭蕉の里全国
俳句大会」の選者として旧黒羽町を訪れ
て以降、令和４年まで 29 回の長きに
わたり、同大会の選者を務めてくださ
いました。

平
成
24
年
、
蛇
笏
賞
の
受
賞
を
記
念
し
て
、
鮎
の
里
公

園（
黒
羽
田
町
）に「
鮎
の
ぼ
る
川
父
の
川
母
の
川
」の
句

碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
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名誉市民
黒田杏子氏  ご逝去

　

大
田
原
市
名
誉
市
民
で
あ
る
俳
人
・
黒く

ろ
だ
も
も
こ

田
杏
子
氏
が
、
令
和
５
年
３
月
13
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
田
杏
子
氏
は
、
昭
和
13
年
、
東
京
都
本
郷
に
生
ま
れ
、
昭
和
19
年
に
兄
の
学
童
疎

開
に
伴
い
大
田
原
市（
旧
黒
羽
町
）の
黒
羽
田
町
に
戦
時
疎
開
さ
れ
ま
し
た
。
18
歳
で
東

京
女
子
大
学
の
俳
句
会「
白
塔
会
」に
入
会
し
、
山や

ま
ぐ
ち
せ
い
そ
ん

口
青
邨
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
昭

和
43
年
に
は「
日
本
列
島
桜
花
巡
礼
」を
発
心
し
28
年
か
け
て
全
国
の
桜
を
巡
る
な
ど
、

精
力
的
に
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
に
第
五
句
集『
日
光
月
光
』で
俳
句
界
の
最
高
賞「
蛇
笏
賞
」を
受
賞
さ
れ
た

ほ
か
、
俳
人
協
会
賞
や
現
代
俳
句
大
賞
な
ど
、
様
々
な
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
４
年
か
ら「
黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大
会
」の
選
者
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、

本
市
の
文
化
振
興
に
長
年
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
、
令
和
２
年
に
大
田
原
市
名
誉
市
民

と
し
て
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍
、
ご
功
績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

だ
こ
つ
し
ょ
う

は
く
と
う
か
い



体

明治28年に開催された相撲大会の賛助金帳簿など文化13年（1816年）に交付された相撲の行司の免許状
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大
田
原
市
で
は
、
古
く
か
ら
相
撲
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
今
に
伝
え
る
史
料
が
市
内
各
地
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
市
出
身
の
大
相
撲
力
士
も
増
え
て
お
り
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
田
原
市
と
相
撲
に
つ
い
て
、「
江
戸
～
昭
和
」

「
平
成
」「
令
和
」の
三
部
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

大
田
原
市
の
中
で
も
特
に
旧
黒
羽
町（
両
郷
地
区
）で
は
、

相
撲
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

両
郷
地
区
に
は
、
江
戸
時
代
の
文
化
13
年（
１
８
１
６
年
）

に
行
司
の
木
村
庄
之
助
か
ら
い
た
だ
い
た
と
い
う
免
許
状
が

残
っ
て
お
り
、
明
治
時
代
に

は
両
郷
地
区
お
よ
び
そ
の
周

辺
地
区
の
居
住
者
か
ら
賛
助

金
を
募
り
、
相
撲
大
会
が
開

か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
大
正
か
ら
昭
和
時

代
初
期
に
は
、
地
域
住
民
の

力
士
た
ち
が「
四し

こ

な

股
名
」を
名

乗
り
、
各
種
の
相
撲
大
会
や

他
地
区
へ
の「
巡
業
」が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
様
子
を
今
に
示
す「
番
付
表
」や

「
化
粧
ま
わ
し
」な
ど
が
、
地
域
内
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。　

な
お
、「
番
付
表
」は
、
現
在
、
大
宮
温
泉
神
社（
中
野
内
）に

お
い
て
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
宮
温
泉
神
社
は
地
域
住
民
力
士
の
相
撲
大
会
の
会
場
に

も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
歴
史
的
な
背
景
も
あ

り
、
黒
羽
地
区
で
は
そ
の
後
、
黒

羽
町
相
撲
連
盟
が
発
足
し
、
ち
び
っ

子
相
撲
大
会
や
町
民
相
撲
大
会
が

開
催
さ
れ
、「
見
る
」だ
け
で
な
く

「
す
る
」競
技
と
し
て
も
親
し
ま
れ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
55
年
に
開
催
さ
れ
た「
栃
の
葉
国
体
」に
お

い
て
、
黒
羽
地
区（
旧
黒
羽
町
）は
、
相
撲
競
技
の
会
場
と
な

り
、
栃
木
県
代
表
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
で
は
、
会
場
が
大
い

に
沸
き
立
ち
ま
し
た
。

昭和８年に奉納された地域
住民の力士たちの番付表

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

　

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
７

問

相撲大会会場跡地（大宮温泉神社内）

当時の「化粧まわし」
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黒
羽
地
区
に
お
い
て
平
成
５
年
度
に
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）が
開
催
さ
れ
、
栃
の

葉
国
体
に
よ
り
高
ま
っ
た
相
撲
へ
の
関
心
が
よ
り
深
く

な
り
ま
し
た
。
大
田
原
地
区
に
お
い
て
も
相
撲
の
振
興

に
関
す
る
気
運
が
高
ま
り
、
平
成
13
年
度
に
、
市
内
の

小
学
生
を
対
象
と
し
た「
第
１
回
小
学
生
相
撲
大
会
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
相
撲
は
大
田
原
市
全

体
で
盛
ん
な
競
技
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
美
原
公
園
内
に
相
撲
場
が
整
備
さ

れ
、
ま
た
、
小
学
生
向
け
の
相
撲
道
場
で
あ
る「
お
お

た
わ
ら
修
志
館
」が
若
草
中
学
校
内
相
撲
場
を
会
場
と

し
て
開
設
さ
れ
、
児
童
が
相
撲
に
親
し
め
る
環
境
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
大
会
や
道
場
に
関
わ
っ
た
児
童
の
中
に

は
、
後
に
全
国
中
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
団
体
の
部
優

勝
メ
ン
バ
ー
や
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
相
撲
競
技

出
場
者
、
世
界
大
会
優

勝
者
や
大
相
撲
入
門
者

な
ど
、
輝
か
し
い
実
績

を
残
さ
れ
た
方
が
多
数

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
黒
羽
高
等
学

校
相
撲
部
や
若
草
中
学

校
相
撲
部
が
全
国
大
会

　

令
和
４
年
度
に
開
催
さ
れ
た「
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ

国
体
」で
は
、
大
田
原
市
が
再
び
相
撲
競
技
の
会
場
と

な
り
、
少
年
男
子
、
成
年
男
子
の
部
に
本
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
選
手
が
多
数
出
場
し
、
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
田
原
市
相

撲
連
盟
の
活
動
が
評

価
さ
れ
、
県
ス
ポ
ー
ツ

協
会
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

優
良
団
体
賞
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
春
に
は
、
市
内
か
ら
相そ
う
ま馬 

伸し
ん
や哉 

さ
ん

（
黒
羽
高
等
学
校
出
身
）、
小お
の
で
ら

野
寺 

悠ゆ
う
と斗 
さ
ん（
若
草
中

学
校
出
身
）が
大
相
撲
力
士
と
し
て
二
子
山
部
屋
へ
入

門
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
お
二
人
に
お
話
を
伺
う

と
、「
ケ
ガ
に
よ
り
思
う
よ
う
な
相
撲
が
取
れ
な
い
時

期
も
あ
っ
た
が
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
の
夢
を
叶
え
る
た

め
入
門
を
決
意
し
た
。
十
両
昇
進
を
目
指
し
稽
古
に
励

み
た
い
。」（
相
馬
さ
ん
）、「
大
相
撲
入
門
に
つ
い
て
は

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
の
夢
で
あ
り
、
い
ず
れ
は
十
両
に

昇
進
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」（
小
野
寺
さ

ん
）と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

先
輩
力
士
も
含
め
、
大
田
原
市
出
身
の
幕
内
力
士
が

再
び
誕
生
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

で
好
成
績
を
残
す
よ
う
に
な
り
、
全
国
で
も
有
数
の
相

撲
競
技
の
強
豪
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
相
撲
に
お
い
て
は
、
黒
羽
地
区
出
身
で
あ

る
北ほ
く
と
う
り
き

勝
力
関
が
活
躍
し
、
平
成
16
年
５
月
場
所
で
は
、

優
勝
決
定
戦
ま
で
も
つ
れ
込
む
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
殊
勲
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
田
原
市
相
撲
連
盟
が
平
成
17
年
度
に
発

足
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ら
の
相
撲
競
技
の
振

興
に
努
め
て
い
ま
す
。

若草中学校相撲場
（相撲道場「おおたわら修志館」稽古会場）

小野寺 悠斗 さん

相馬 伸哉 さん

スポーツ優良団体賞受賞
を証す楯（市相撲連盟所有）

【
取
材
協
力
】

　

大
田
原
市
相
撲
連
盟
会
長　

大
沼 

健
司 

氏

　

大
宮
温
泉
神
社

　

井
上 

正
男 

氏（
木
佐
美
）

　

お
お
た
わ
ら
修
志
館

【
お
知
ら
せ
】

　

６
月
18
日
㊐
に
美
原
公
園
相
撲
場
に
て
大
田
原
市

小
学
生
相
撲
大
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
大
相
撲
二
子
山
部
屋
協
力
の
も
と
、
市

出
身
力
士
な
ど
に
よ
る
小
学
生
向
け
相
撲
教
室
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
後
日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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新型コロナウイルス感染症の影響により掲載事業が中止・延期となる場合があります。
中止・延期の際は、市ホームページ・よいちメールなどでお知らせします。

ト ピ ッ ク ス

●価格  2,500 円　●仕様  Ａ４判、口絵カラー 24 ページ・本文モノクロ 318 ページ
　大田原市史資料集第２集として『大田原市の自然』を販売しています。本書は、市の自然の現状と変化を明ら
かにすることを目的に、市内で長年にわたり調査を重ねてきた６名の委員による、地形地質・種子植物・シダ
植物・鳥類・魚類・昆虫の各分野最新の研究成果を１冊にまとめた資料集です。巻末には、それ以外の分野も
含めた目録を掲載し、これまで市内で確認されている 4,078 種の動植物を余すことなく紹介しています。なお、
既刊の『大田原市史資料集第１集 大田原市の郷土誌』は完売しました。

大田原市史編さん刊行物　販売中
文化振興課　
０２８７（４７）５０３１

　市では、新たに発刊した以下の刊行物を販売しています。ぜひお買い求めください。

収
録
内
容

第１章 大田原市の地形・地質と気象
第２章 大田原市の種子植物
第３章 大田原市のシダ植物
第４章 大田原市の鳥類
第５章 大田原市の魚類・淡水産貝類・淡水産

甲殻類
第６章 大田原市の昆虫
第７章 大田原市の指定天然記念物
第８章 大田原市の動植物目録（維管束植物・

蘚苔類・藻類・地衣類・菌類・変形菌類・
哺乳類・鳥類・爬虫類・両生類・魚類・
昆虫・甲殻類・多足類・鋏角類・軟体動物・
環形動物・扁形動物・線形動物） 表紙（左）・裏表紙（右）

●価格  1,000 円　●仕様  Ａ４判、口絵カラー２ページ・本文モノクロ 112 ページ
　現代・自然・民俗の各専門部会の委員が、市史の刊行に向けて調査研究活動を続けています。本書はその最
新の調査成果を、広く市民の皆さまにお伝えするために刊行する研究集の第３号です。

収
録
内
容

・大田原市の戦争モニュメント―日露戦争以降を事例として―（作間 亮哉）
・大田原市の植物（中川 幸夫）
・大田原市の農耕馬利用とその後の畜産業（石川 雄也）
・市史編さん委員長のつぶやき③  ― 金丸原陸軍飛行場の掩

えんたいごう

体壕 ―（海老原 郁雄）
・市史編さん委員長のつぶやき④  ― 国産唐辛子の雄・大田原 ―（海老原 郁雄）
・写真資料調査速報③  ― 公設スポーツ施設整備の歴史 ―（市史編さん委員会現代部会・事務局）
・歴史 編

へんしゅう

緝 材料調（黒羽町）（市史編さん委員会事務局）
・大田原市史編さんだより（Vol.18 ～ 29）

表紙

口絵掲載のオート三輪（津久井 正 氏提供） 63ページに掲載の陸上競技場（昭和41年）

①『大田原市史資料集第２集 大田原市の自然』 

②『大田原市史研究 第３号』
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販 売 場 所

①『大田原市史資料集第２集 大田原市の自然』・②『大田原市史研究 第３号』
総合文化会館１階文化振興課市史編さん係、なす風土記の丘湯津上資料館、那須与一
伝承館、黒羽芭蕉の館の各窓口で販売します。

③『大田原市史 後編』・④『大田原市史 史料編』
総合文化会館１階文化振興課市史編さん係でのみ販売します。

郵送の場合

❶電話・FAX・電子メールのいずれかにより、名前・住所・電話番号・希望の刊行物名・
購入冊数を、下記の申し込み先までご連絡ください。
❷折り返し、電話で送料（レターパック）を含めた料金の合計をお伝えします。
❸お伝えした料金を、「現金書留」で下記宛先までご郵送ください。
❹料金の到着後に発送いたします。

申し込み先

〒 324-0041　大田原市本町１ー３ー３
大田原市教育委員会事務局文化振興課市史編さん係（総合文化会館１階）
　 ０２８７（４７）５０３１　　０２８７（４７）７６１５
  　bunka@city.ohtawara.tochigi.jp

●仕様  Ａ５判、本文モノクロ 1,606 ページ
●付録  「大田原町・佐久山町営業案内図」「大田原市域図」「栃木県大田原町真景」「大田原町鳥瞰図」

●仕様  Ａ５判、本文モノクロ 686 ページ・図版モノクロ６ページ
●付録  「湯坂遺跡調査報告書」（昭和 54 年、モノクロ 96ページ）･「湯坂遺跡 図版・写真集」（モノクロ 68ページ）

　令和６年度の市制施行 70 周年を前に、旧大田原市史の値下げ販売を行います。この機会にぜひお買い求めく
ださい。

定価 7,000 円 値下げ後価格 2,000 円（71%割引）

定価 4,000 円 値下げ後価格 1,000 円（75%割引）

付録「大田原町鳥瞰図」 付録「栃木県大田原町真景」

）行発年75和昭（』編後 史市原田大『③
●価格 

●価格 

外箱と背表紙

外箱と背表紙

）行発年06和昭（』編料史 史市原田大『④

』編後 史市原田大『 ③ ・ 項事意注通共  』編料史 史市原田大『 ④
※両書とも発行後 35 年以上経過している古い刊行物です。本体の天地・小口や外箱など
に黄ばみ・シミなど、保管中の経年劣化が見られます。あらかじめご了承ください。
※現在、両書とも内容の全文をインターネット上で公開していますので、ご理解の上ご購
入ください。詳細は大田原市立図書館「大田原市／地域史資料デジタルアーカ
イブ」(https://adeac.jp/otawara-city/top/) をご覧ください。

法
方
入
購
の
書
各

文 総合文化会館



82023.5

軽自動車税（種別割）納税通知書の発送と減免の手続き

２０２２とちぎ国体無事終了

　軽自動車税（種別割）は４月１日現在の原動機付自転車や小型特殊自動車、軽自動車などの所有者に課税されます。
　令和５年度軽自動車税（種別割）納税通知書は５月10日㊌に発送予定です。納期限は令和５年５月31日㊌です。
　なお一定の要件を満たす場合、軽自動車税（種別割）の減免が受けられます。その種類・要件は次のとおりです。

　３月 24 日に大田原市実行委員会第５回総会を開催しました。総
会では、事業報告・収支決算・解散および会則の廃止が議決されま
した。これにより、いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会大田原市実
行委員会は３月 31 日をもって解散しました。
　「夢を感動へ。感動を未来へ。」のスローガンのもと、いちご一会
とちぎ国体・いちご一会とちぎ大会の開催にあたり、ご支援・ご協
力を賜りましたすべての皆さまに心から感謝申し上げます。

税務課　本２階
０２８７（２３）８７８５

スポーツ振興課
０２８７（２２）８０１７

減免区分 対象となる車両 申請に必要なもの

身
障
減
免

　身体が不自由な方、
心身の発達や精神に
障害がある方のため
に使用される軽自動
車で、一定の要件を満
たすもの

①障害者【注１】が所有し、障害者本人
が運転する車

②障害者または障害者と生計を一にす
る方もしくは常時介護をする方が所
有し、生計を一にする方もしくは常
時介護をする方が運転する車

・身体障害者等に係る軽自動車税（種別割）減免
   申請書

・手帳（身体障害者手帳・療育手帳など）
・運転する方の運転免許証
・軽自動車税（種別割）納税通知書

構
造
減
免

　車両の構造が身体
障害者の利用に供す
るための軽自動車

❶車検証に「車いす移動車」や「障害者
輸送用」などと記載のある車両

❷車いすの昇降装置、固定装置などの
特別仕様の車両

・市税減免申請書
・車検証（コピー可）
・軽自動車税（種別割）納税通知書
・納税義務者が法人の場合は法人登録印（実

印）
・❷の車両は、装置などの写真

公
益
減
免

　公益 のた めに直 接
専用する軽自動車で、
一定の要件を満たすも
の（リース車両を除く）

公益性があると認められる団体の車両
※使用方法・使用団体によっては減免の

対象にならない場合がありますので、
事前に税務課までご確認ください。

・市税減免申請書
・軽自動車税（種別割）納税通知書
・法人登録印（実印）

【注１】減免の対象となる障害者の範囲　※該当要件や詳細はお問い合わせください。（市ホームページにも掲載）
▶身体障害者手帳または戦傷病者手帳の交付を受けていて、一定の要件に該当する方
▶療育手帳の交付を受けていて、障害の範囲が｢Ａ｣ ｢Ａ１｣ ｢Ａ２」の方
▶精神障害者保健福祉手帳の交付を受けていて、障害の程度が１級の方 

●注意事項
▶令和５年４月２日以降に廃車や名義変更を行った場合でも、令和５年度の軽自動車税（種別割）は課税されます。
▶住所変更などにより納税通知書が届かない場合は至急税務課までご連絡をお願いします。
▶今年度（令和５年度）より、小型二輪自動車（排気量が 250cc を超えるバイク）を除いて、車検（継続検査）時の

車検用納税証明書の提示が原則不要となりました。
▶スマートフォン決済アプリまたはパソコンでの納付の場合、領収証書および車検用納税証明書は発行されま

せん。小型二輪自動車（排気量が 250cc を超えるバイク）の車検を受ける方は市役所・金融機関・コンビニエ
ンスストアで納付してください。

▶軽自動車税（種別割）減免申請期間は、軽自動車税（種別割）納税通知書が届いてから納期限の令和５年５月31
日㊌までとなります。申請期間を過ぎると減免を受けることができません。

▶減免は毎年度申請が必要です。自動更新ではありませんのでご注意ください。
▶「身障減免」の対象は、普通自動車などを含めて１人１台です。自動車税の減免については、大田原県税事務

所  ０２８７（２３）４１７１にお問い合わせください。
▶減免申請書は窓口にあります。なお、前年度減免を受けた方には納税通知書に減免申請書を同封しています。

体
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体県立県北体育館

　市では、感染症の発生およびまん延を防ぐため、以下の予防接種を実施しています。

◆　定　期　接　種　◆
種　類 回数 対　象　月　齢

ロタウイルス感染症
（いずれかを接種）

２回 ロタリックス（１価ワクチン）　　生後６週の初日から 24 週の初日まで

３回 ロタテック（５価ワクチン）　　　生後６週の初日から 32 週の初日まで

ヒブ感染症 ４回 生後２か月から生後 60 か月に至るまでの間（生後２か月～５歳未満）
※接種開始年齢などにより接種回数は異なります

小児の肺炎球菌感染症 ４回 生後２か月から生後 60 か月に至るまでの間（生後２か月～５歳未満）
※接種開始年齢などにより接種回数は異なります

Ｂ型肝炎 ３回 １歳に至るまでの間（１歳未満）

ジフテリア・百日せき・破傷風・ポリオ ４回 生後２か月～生後 90 か月に至るまでの間（生後２か月～７歳半未満）

ＢＣＧ １回 １歳に至るまでの間（１歳未満）　
※標準的には生後５か月～生後８か月未満の間に受けます

麻しん風しん ２回 １期（１回目）…生後 12 か月～生後 24 か月に至るまでの間（１歳～２歳未満）
２期（２回目）…就学前１年間（平成 29 年４月２日～平成 30 年４月１日生まれの年長児）

水痘（みずぼうそう） ２回 生後 12 か月～生後 36 か月に至るまでの間（１歳～３歳未満）

日本脳炎 ４回

１期（１～３回目）…生後 6 か月から生後 90 か月に至るまでの間（生後６か月～７歳半未満）
　　　　　　　 ※標準的には３歳から接種を開始します
２期（４回目）…９歳以上 13 歳未満
≪特例措置≫次の方は 20 歳未満まで不足回数分の接種が受けられます
平成 15 年４月２日～平成 19 年４月１日生まれの方

ジフテリア・破傷風 １回 ２期…11 歳以上 13 歳未満

ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん）

２～
３回

小学６年生～高校1年生相当年齢の女子
※令和５年４月１日から９価ワクチン（シルガード９）が定期接種の対象となりました
※使用するワクチン、接種開始年齢により接種回数は異なります
≪キャッチアップ接種≫次の方は令和７年３月 31 日まで不足回数分の接種が受
けられます
平成９年４月２日～平成 19 年４月１日生まれの女子

◆　市が行政措置として行う法定外の予防接種（一部助成）　◆
種　類 回数 対　象　年　齢

おたふくかぜ １回 １歳以上６歳となる日の属する年度の末日までの間（１歳～年長児の３月 31 日まで）
※おたふくかぜにかかったことがなく予防接種も受けていないお子さまが対象です

※ 16 歳未満の子を保護者（親権者または後見人）以外が連れて行く場合は、予め保護者が記載した書類（委
任状など）が必要です。詳細は市ホームページをご覧ください。

※市外の一部医療機関では、事前の手続きが必要な場合があります。
※法改正などにより、内容が変更になる場合があります。
※新型コロナワクチン接種は、特例臨時接種として行われているため掲載していません。詳細は健康政策課へお問い合

わせください。

市で実施しているお子さまの予防接種 健康政策課　本３階
０２８７（２３）８９７５

　行政相談委員は総務大臣が委嘱した民間有識者で、ボランティアとして、国の行政活動全般に関する住民か
らの苦情や相談などを受け付け、相談者への助言や関係機関に対する改善の申し入れなどを行っています。
　令和５年４月１日付けで、次の４名の方が総務大臣から行政相談委員に委嘱されましたのでお知らせします。

大田原市行政相談委員　４名
大田原地区 湯津上地区 黒羽地区

菅谷  正男 氏 廣瀨  貞子 氏 飯塚  陽一 氏 鈴木  貴代美 氏

行政相談委員の委嘱について 問情報政策課　本６階　　０２８７（２３）８７００本

市ホームページ
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　それはニコチン依存症かもしれません。
自力での禁煙が難しい場合には、禁煙補助薬

（ニコチンガム・ニコチンパッチ）の活用や禁
煙外来の受診を検討してみてはいかがでしょ
うか。

健康政策課　本３階
０２８７（２３）７６０１５月 31日は世界禁煙デーです

大田原市の喫煙率が高いことをご存じですか？

受動喫煙とは受動喫煙による年間死亡者数は
推定約１万５千人

妊婦・子どもの受動喫煙は特に危険

加熱式たばこも要注意

　５月 31 日㊌は WHO（世界保健機関）が制定した世界禁煙デーです。日本では５月 31 日から６月６日の１週
間を禁煙週間と定め、禁煙と受動喫煙防止の様々な普及啓発活動を行っています。この機会に、たばこの健康
リスクについて考えてみませんか。

　たばこの煙には約
5,300 種類の化学物質
と約 70 種類の発がん
性物質が含まれていま
す。
　喫煙をすることで、
がんをはじめさまざま
な病気にかかるリスク
が高くなります。

【主なリスク】
＊がん＊２型糖尿病
＊ COPD
　（慢性閉塞性肺疾患）
＊早産＊低出生体重
＊歯周病＊脳卒中
＊心筋梗塞＊狭心症
＊動脈硬化症

　受動喫煙とは、他の人が吸っているたばこから立
ちのぼる煙や、その人が吐き出す煙を吸い込んでし
まうことをいいます。
　それらの煙にはニコチン
やタールなど多くの有害物
質が含まれており、吸い込
んだ人の健康にも影響を及
ぼします。

紙巻きたばこと同じ
有害物質が含まれる

依存性の高い
ニコチンを含む

受動喫煙の有害性を
否定できない

加熱式たばこも「たばこ」です

　妊婦の受動喫煙は、妊婦自身の喫煙と同様に、胎
児の発育遅延や低出生体重児の出
生につながります。
　子どもは体が小さく、体重あた
りの有害成分量が多くなるため、
受動喫煙の悪影響が出やすくなり
ます。

脳卒中
１. ３倍

肺がん
１. ３倍

乳幼児突然死症候群
４. ７倍

虚血性心疾患
１. ２倍

14.0％

13.0％

12.0％

11.0％

12.1％

大田原市 栃木県
出典：令和４年度国保データベース

出典：厚生労働省「喫煙と健康　喫煙の健康影響に関する検討会報告書」

　大田原市の喫煙率は栃木県平均よ
りも 1.8％高くなっています。

たばこをやめたくてもやめられない…

受動喫煙により病気になるリスク

た ば こ に よ る 健 康 影 響

13.9％
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高
齢
者
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生
活
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の
機
能
低
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早
期
に
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・
把
握
し
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介
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防
活
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に
つ
な
げ
る
た
め
に
介
護
予

防
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者　

令
和
５
年
度
に
70
歳
ま

た
は
75
歳
に
な
る
方

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
を

除
き
ま
す
。

●
調
査
方
法
と
結
果
の
通
知　

自
宅

に
郵
送
で
届
く
調
査
用
紙
に
回

答
し
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
８
月

下
旬
に
回
答
内
容
に
応
じ
た
結

果
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

●
調
査
期
間　

５
月
10
日
㊌
～
31
日
㊌

●
調
査
委
託
業
者　

株
式
会
社
ア
ー

ル
ピ
ー
ア
イ
栃
木

※
業
者
か
ら
内
容
確
認
の
電
話
を
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
高
齢
者
幸
福
課　

本
３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
９
１
７

　

高
齢
者
の
生
活
状
況
に
合
っ
た
保

健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
緊
急

時
の
対
応
、
地
域
の
見
守
り
活
動
を

行
う
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
に
お
住
ま
い
の
70

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
、

ま
た
は
、
世
帯
員
全
員
が
75
歳
以

上
の
方

●
調
査
方
法　

担
当
地
区
の
民
生
委

員
児
童
委
員
が
訪
問
ま
た
は
電

話
に
よ
り
聞
き
取
り
を
行
い
ま

す
。

●
調
査
期
間　

５
月
1
日
㊊
～
６
月

30
日
㊎

問
高
齢
者
幸
福
課　

本
３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
９
１
７

　

令
和
５
年
度
よ
り
、
栃
木
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
委
託
を

受
け
て
、
後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
を

実
施
し
ま
す
。

●
対
象
者　

栃
木
県
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

で
、
令
和
５
年
度
中
に
76
歳
・
81

歳
・
86
歳
に
な
る
大
田
原
市
に
住

所
が
あ
る
方

※
対
象
と
な
る
方
に
は
受
診
券
付
き

の
通
知
を
５
月
上
旬
に
発
送
し

ま
す
。

※
施
設
等
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
実
施
期
間　

令
和
５
年
６
月
～
令

和
６
年
２
月

●
健
診
場
所　

市
内
の
契
約
歯
科
医

療
機
関

●
健
診
項
目　

基
本
的
な
項
目（
歯

牙
の
状
態
、
口
腔
清
掃
状
態
、
歯

周
組
織
の
状
況
）　

口
腔
機
能
評

価
項
目（
咀そ
し
ゃ
く嚼

機
能
、
舌
・
口
唇

機
能
、
嚥え
ん
げ下

機
能
）

●
受
診
方
法　

受
診
券
が
届
い
た
方

は
、
希
望
す
る
契
約
歯
科
医
療
機

関
へ
事
前
に
予
約
し
て
い
た
だ

き
、
受
診
券
と
保
険
証
を
持
参
の

う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
診
回
数　

期
間
中
に
１
人
１
回

●
費
用　

無
料（
健
診
実
施
後
の
治

療
費
は
有
料
）

※
令
和
５
年
４
月
17
日
現
在
の
情
報

で
通
知
を
送
付
し
ま
す
が
、
４
月

18
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
や

施
設
な
ど
を
退
所
さ
れ
た
方
、
生

活
保
護
が
廃
止
と
な
っ
た
方
で
、

健
診
を
希
望
す
る
場
合
は
国
保

年
金
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
っ
た
方
は
こ
の
機
会
に

受
診
い
た
だ
き
、
歯
や
飲
み
込
む

力
な
ど
の
お
口
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
で
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。

問
国
保
年
金
課　

本
２
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
９
２
８

　

利
用
し
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
、
事
前
に
説
明
さ
れ
た
内
容
や

契
約
内
容
と
違
っ
て
い
た
、
職
員

の
言
動
に
傷
つ
け
ら
れ
た
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
疑
問
や
不
満

を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会

は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や

家
族
な
ど
か
ら
の
苦
情
や
相
談
を

受
け
、
助
言
や
事
業
所
へ
の
調
査
、

話
し
合
い
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
な
ど

を
行
い
、
苦
情
の
解
決
を
図
り
ま

す
。

●
相
談
日
時　

平
日
㊊
～
㊎
午
前

９
時
～
午
後
４
時

●
費
用　

無
料

●
相
談
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
直
接
窓
口
へ
相
談

※
窓
口
へ
来
所
の
際
は
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会

〒
３
２
０
‐
８
５
０
８

　

宇
都
宮
市
若
草
１
‐
10
‐
６

　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
内

　

０
２
８（
６
２
２
）２
９
４
１

　

０
２
８（
６
２
２
）２
３
１
６

　

asu.sw
@

dream
.ocn.ne.jp

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載事業が中止・延期となる場合があります。
中止・延期の際は、市ホームページ・よいちメールなどでお知らせします。

市 か ら の お 知 ら せ
体県立県北体育館黒黒羽庁舎

湯湯津上庁舎本本庁舎

介
護
予
防
実
態
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

健
康
・
福
祉

高
齢
者
実
態
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
の
実
施

に
つ
い
て

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら
の

苦
情
や
相
談
に
応
じ
ま
す

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

問

本

問

本

問

本

問
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税
年
度
切
替
え
に
伴
う
実
店
舗
試

験
実
施
の
た
め
、
所
得
証
明
お
よ
び

住
民
税
決
定
証
明
書
の
交
付
を
停
止

し
ま
す
。

※
住
民
票
の
写
し
お
よ
び
印
鑑
登
録

証
明
書
に
つ
い
て
は
通
常
ど
お

り
取
得
で
き
ま
す
。

●
日
時　

６
月
12
日
㊊

　

税
務
課　

本
２
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
８
５

　

５
月
に
お
手
元
に
届
く
自
動
車
税

（
種
別
割
）の
納
税
通
知
書
で
納
期
限

の
５
月
31
日
㊌
ま
で
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
大
田
原
県
税
事
務
所

　

０
２
８
７（
２
３
）４
１
７
１

　

県
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全

意
識
の
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

●
期
間　

5
月
11
日
㊍
～
20
日
㊏

の
10
日
間

●
運
動
の
重
点

①
子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の

安
全
の
確
保

②
横
断
歩
行
者
事
故
等
の
防
止
と

安
全
運
転
意
識
の
向
上

③
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

　

危
機
管
理
課　
　

３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）９
３
０
１

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
毎
年
６
月
１
日
を「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」と
定
め
、
こ
の
日

を
中
心
と
し
て
全
国
的
な
啓
発
活

動
を
展
開
し
て
お
り
、
大
田
原
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
で
も
、
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

●
相
談
内
容　

い
じ
め
・
体
罰
・

Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
人
権
に
関
す
る
内
容

※
相
談
は
人
権
問
題
に
詳
し
い
人

権
擁
護
委
員
が
担
当
し
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

●
日
時
・
場
所　

６
月
７
日
㊌

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

午
前
10
時
～
正
午

▼
佐
良
土
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

▼
黒
羽
・
川
西
地
区
公
民
館

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　

政
策
推
進
課　
　

６
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
５

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に

よ
り
有
効
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
満
了
を
迎
え
る
水
道

メ
ー
タ
ー
の
交
換
を
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

　

交
換
対
象
と
な
る
方
に
は
上
下

水
道
課
か
ら
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
付
近
に
車
や
荷
物
を
置

か
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
期
間　

12
月
ま
で

●
施
工
業
者　

大
田
原
管
工
事
工

業
協
同
組
合
登
録
業
者

　

上
下
水
道
課　

本
５
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
３

　

地
価
公
示
法
に
基
づ
く
令
和
５

年
地
価
公
示
価
格（
令
和
５
年
１

月
１
日
現
在
）が
、
３
月
23
日
付

け
で
国
土
交
通
省
土
地
鑑
定
委
員

会
よ
り
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
公
示
価
格
一
覧
は
次
の

場
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
都
市
計
画
課（
本
庁
舎
）

▼
湯
津
上
支
所

▼
黒
羽
支
所

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

都
市
計
画
課　
　

５
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
１

　
「
と
ち
ぎ
の
環
境
美
化
県
民
運

動
」に
併
せ
、
市
内
一
斉
清
掃
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
自
治
会
な
ど
の

清
掃
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
28
日
㊐
午
前
７
時

～
９
時

※
地
区
ご
と
の
実
施
場
所
な
ど
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会

の
回
覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　
　

２
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
６

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
一
部

停
止 税

５
月
は
自
動
車
税
の
納
付
の
月

で
す

令
和
５
年
春
の
交
通
安
全
県
民

総
ぐ
る
み
運
動
の
実
施

く
ら
し

人
権
擁
護
委
員
の
日

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

令
和
５
年
の
地
価
公
示
価
格

栃
木
の
環
境
美
化
県
民
運
動（
市

内
一
斉
清
掃
）の
お
知
ら
せ

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。
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問
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問

本

問

本

問

本

問
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●
申
込
方
法　

６
月
20
日
㊋
ま
で
に

左
記
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
み

　
　

政
策
推
進
課　
　

６
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
５

　

市
で
は
市
内
各
所
に
拠
点
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
古
着
の
回
収

を
し
て
い
ま
す
。
回
収
さ
れ
た
古
着

は
資
源
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

も
や
せ
る
ご
み
の
減
量
と
、
資
源
の

再
資
源
化
の
促
進
の
た
め
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
設
置
場
所　

本
庁
舎
２
階
生
活
環

境
課
窓
口
、
黒
羽
支
所
、
湯
津
上

支
所
、
大
田
原
西
地
区
公
民
館
、

大
田
原
東
地
区
公
民
館
、
金
田
北

地
区
公
民
館
、
親
園
地
区
公
民

館
、
佐
久
山
地
区
公
民
館

※
利
用
時
間
は
各
施
設
の
開
館
時
間

内
に
な
り
ま
す
。
各
施
設
に
直
接

お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

●
回
収
品
目　

Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
、
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
、
ズ
ボ
ン
、
ジ
ー
ン
ズ
な

ど
で
、
家
庭
か
ら
出
る
も
の

※
令
和
５
年
度
か
ら
、「
タ
オ
ル
」

「
シ
ー
ツ
」が
回
収
品
目
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

※
洗
濯
し
、
よ
く
乾
か
し
て
か
ら
回

収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ

　

市
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身

男
女
の
出
会
い
か
ら
成
婚
に
至
る
ま

で
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
援
し
て

い
た
だ
け
る
方
を「
大
田
原
市
婚
活

マ
ス
タ
ー
」と
し
て
認
定
し
て
い
ま

す
。

●
認
定
要
件　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
方

②
婚
活
マ
ス
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

し
た
方

③
婚
活
マ
ス
タ
ー
の
活
動
に
あ
た
り

次
の
す
べ
て
を
守
れ
る
方

・
独
身
男
女
の
結
婚
支
援
に
つ
い
て

親
身
に
対
応
す
る
こ
と

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る

こ
と

・
地
位
や
活
動
上
知
り
得
た
情
報
な

ど
を
利
用
し
、
宗
教
活
動
、
政
治

活
動
、
販
売
活
動
な
ど
結
婚
支
援

以
外
の
活
動
を
行
わ
な
い
こ
と

・
活
動
上
知
り
得
た
個
人
情
報
の
管

理
に
十
分
留
意
す
る
こ
と

・
個
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
差
別
的

な
取
り
扱
い
を
一
切
行
わ
な
い

こ
と

・
自
ら
の
結
婚
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

④
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方

・
暴
力
団
な
ど
の
公
序
良
俗
に
反
す

る
団
体
に
属
し
て
い
る
、
ま
た
は

暴
力
団
員
な
ど
と
関
係
を
有
し

て
い
る
方

・
結
婚
紹
介
を
業
と
し
て
行
っ
て
い

る
方

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
方

●
活
動
内
容

①
独
身
男
女
の
結
婚
に
対
す
る
助
言

ア
ド
バ
イ
ス

②
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
仲
介

す
る

③
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
提
供

④
そ
の
他
出
会
い
の
場
の
創
出
か
ら

成
婚
ま
で
の
一
連
の
支
援
す
べ

て
の
取
り
組
み

●
婚
活
マ
ス
タ
ー
認
定
の
流
れ

①
婚
活
マ
ス
タ
ー
養
成
講
座
申
込

②
婚
活
マ
ス
タ
ー
養
成
講
座
受
講

③
申
請
書
・
誓
約
書
提
出

④
書
類
審
査

⑤
婚
活
マ
ス
タ
ー
認
定

【
婚
活
マ
ス
タ
ー
養
成
講
座
開
催
】

●
日
時

①
新
た
に
マ
ス
タ
ー
に
な
ら
れ
る
方

へ
の
説
明　

６
月
29
日
㊍
午
後

１
時
30
分
～
２
時

②
講
演　

６
月
29
日
㊍
午
後
２
時
～

３
時
30
分

●
場
所　

本
庁
舎
１
階
会
議
室

●
内
容　

結
婚
支
援
に
関
す
る
内
容

●
持
ち
物　

印
鑑
、
運
転
免
許
証
な

ど
の
本
人
確
認
書
類
、
筆
記
用
具

※
身
分
証
明
書
用
の
写
真
撮
影
を
行

い
ま
す
。

●
費
用　

無
料

い
。

●
回
収
で
き
な
い
も
の　

下
着
、
和

服
類
、
社
名
の
入
っ
て
い
る
服
、

学
校
用
品
、
中
綿
の
入
っ
て
い
る

物（
は
ん
て
ん
な
ど
）、
ふ
と
ん
、

ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
切
断
く

ず
、
ぬ
れ
て
い
る
も
の

　

生
活
環
境
課　
　

２
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
６

　

栃
木
県
大
田
原
土
木
事
務
所
発
注

の
公
共
工
事
に
伴
う
建
設
発
生
土
に

つ
い
て
、
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、

民
有
地
の
受
入
候
補
地
を
公
募
し
ま

す
。

　

候
補
地
は
一
定
の
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

栃
木
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

栃
木
県
大
田
原
土
木
事
務
所

　

０
２
８
７（
２
３
）５
８
８
２

大
田
原
市
結
婚
支
援
事
業

婚
活
マ
ス
タ
ー
募
集

古
着
の
拠
点
回
収
に
つ
い
て

建
設
発
生
土
の
受
入
候
補
地
を

公
募
し
ま
す
（
第
９
次
）

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

問

本

問

問
申

本庁舎２階の回収ボックス

本
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と
ち
ぎ
ウ
ー
マ
ン
応
援
塾
は
、
学

び
と
実
践
、
そ
し
て
出
会
い
の
場
で

す
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
で
頑

張
っ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
活
動
し

て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
方
、
講
座

を
通
し
て
参
加
者
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

●
日
程　

７
月
１
日
㊏
、
７
月
15
日

㊏
、
８
月
５
日
㊏
、
９
月
22
日
㊎
、

10
月
14
日
㊏
、
11
月
11
日
㊏（
全

６
回
）

●
場
所　

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
宇
都
宮
市
）

●
内
容　

講
義
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど

●
対
象
者　

地
域
活
動
・
社
会
活
動

に
参
画
す
る
意
欲
の
あ
る
女
性

●
費
用　

無
料

●
定
員　

20
名（
選
考
あ
り
）

●
申
込
方
法　

６
月
16
日
㊎
ま
で

に
、
所
定
の
用
紙
を
左
記
へ
直

接
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
み

　
　

政
策
推
進
課　
　

６
階

〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
５

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
４
８

　
　

パ
ル
テ
ィ
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー

〒
３
２
０
‐
０
０
７
１

　

宇
都
宮
市
野
沢
町
４
‐
１

　

０
２
８（
６
６
５
）８
３
２
３

　

０
２
８（
６
６
５
）８
３
２
５

●
日
時　

５
月
20
日
㊏
午
後
１
時

30
分
～
４
時
20
分（
午
後
１
時
開

場
）

●
場
所　

那
須
与
一
伝
承
館　

多
目

的
ホ
ー
ル

●
定
員　

１
０
０
名（
先
着
）

●
費
用　

無
料

●
内
容　

 

・
講
演
１　

石
川 

雄
也（
市
史
編
さ

ん
委
員
会
民
俗
部
会
委
員
）「
大

田
原
で
牛
馬
の
記
憶
を
た
ど
る
」

 

・
講
演
２　

中
川 

幸
夫（
市
史
編
さ

ん
委
員
会
自
然
部
会
委
員
）「
大

田
原
市
の
種
子
植
物
～
確
認
種

目
録
か
ら
わ
か
る
こ
と
～
」

　

文
化
振
興
課　
　

　

０
２
８
７（
４
７
）５
０
３
１

●
日
時　

６
月
18
日
㊐
午
前
９
時
～

正
午（
集
合
午
前
８
時
45
分
）

※
雨
天
延
期
の
場
合
、
７
月
２
日
㊐

に
な
り
ま
す
。

●
集
合
場
所　

龍
城
公
園
駐
車
場

（
大
田
原
市
城
山
２
丁
目
16
）

●
対
象
者　

小
学
生
以
上（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

先
着
20
名

●
費
用　

無
料

●
持
ち
物　

飲
み
物
・
虫
取
り
網
・

虫
か
ご
・
双
眼
鏡（
当
日
貸
出
可
）

な
ど

●
内
容　

大
田
原
城
跡
や
蛇
尾
川
に

棲
む
生
き
も
の（
昆
虫
・
植
物
・

鳥
類
・
魚
類
な
ど
）の
観
察

●
講
師　

大
田
原
市
史
編
さ
ん
委

員
会
自
然
部
会
委
員
５
名（
刑
部 

節
・
中
川 

幸
夫
・
伴 

敦
志
・
小

川 

浩
昭
・
髙
橋 

滋
）

●
申
込
方
法　

５
月
10
日
㊌
～
19
日

㊎
に
文
化
振
興
課
へ
電
話
ま
た

は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

　
　

文
化
振
興
課　
　

　

０
２
８
７（
４
７
）５
０
３
１

　

b
u

n
ka@

city.o
h

taw
ara.

tochigi.jp

　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
北
校
で

は
、
第
44
期
生
の
募
集
に
あ
た
り
、

入
学
希
望
者
を
対
象
に
、
学
校
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
北
校
学
校
説
明
会
】

●
日
時　
【
第
１
回
】５
月
18
日
㊍
、

【
第
２
回
】６
月
９
日
㊎

※
各
日
、
午
前
10
時
～
正
午

●
内
容　

学
校
の
目
的
・
授
業
内
容
・

学
生
自
治
会
活
動
な
ど
の
説
明

●
申
込
方
法　

当
日
、
北
校
ま
で
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
北
校
第
44
期
生
募
集
内
容
】

●
定
員　

１
２
０
名

●
学
習
年
限　

２
年
間（
10
月
入
学
）

●
授
業
料　

年
額
１
万
９
０
０
０
円

※
他
に
資
料
代
年
額
２
１
０
０
円
、

授
業
教
材
費
、
学
生
自
治
会
費
な

ど
が
か
か
り
ま
す
。

※
応
募
資
格
、
入
学
願
書
の
提
出
方

法
な
ど
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
５
月
中

旬
よ
り
高
齢
者
幸
福
課
で
配
付

す
る
入
学
願
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

　

北
校（
矢
板
市
矢
板
54
）

　

０
２
８
７（
４
３
）９
０
１
０

　

高
齢
者
幸
福
課　
　

３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
４
０

　

湯
津
上
地
区
に
あ
る
侍
塚
古
墳
を

中
心
に
日
本
考
古
学
発
祥
の
地
に
つ

い
て
見
学
し
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
14
日
㊐
午
後
１
時
か
ら

●
場
所　

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上

資
料
館
集
合

●
対
象
者　

地
域
文
化
に
興
味
が
あ

る
方

●
定
員　

20
名（
要
予
約
）

●
費
用　

無
料

　
　

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館

　

０
２
８
７（
９
８
）３
３
２
２

●
日
時　

４
月
29
日
㊏
～
６
月
18
日

㊐
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

●
休
館
日　

毎
週
㊊

●
場
所　

那
須
与
一
伝
承
館

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

那
須
与
一
伝
承
館

　

０
２
８
７（
２
０
）０
２
２
０

　

６
月
に
芸
術
文
化
研
究
所
で
開
催

す
る
第
９
回
ゲ
タ
箱
展
に
先
駆
け
て

プ
チ
・
ア
ー
ト
大
田
原
Vol.
２
を
開
催

し
ま
す
。
国
内
外
の
芸
術
家
小
作
品

展
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
22
日
㊊
～
６
月
30
日

㊎
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

●
場
所　

本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

　

文
化
振
興
課　
　

４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）３
１
２
９

と
ち
ぎ
ウ
ー
マ
ン
応
援
塾
～
女

性
の
声
で
地
域
を
変
え
よ
う
～

参
加
者
募
集

大
田
原
市
史
セ
ミ
ナ
ー
「
自
然

観
察
会　

お
城
の
周
り
を
探

検
！
」
開
催
の
お
知
ら
せ

文
化
・
教
養

大
田
原
市
史
セ
ミ
ナ
ー
（
第
３

回
市
史
編
さ
ん
調
査
報
告
会
）

開
催
の
お
知
ら
せ

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
北
校

（
第
44
期
生
）学
校
説
明
会
開
催

な
す
風
土
記
の
丘
イ
ベ
ン
ト

「
侍
塚
古
墳
ツ
ア
ー
」

那
須
与
一
伝
承
館
テ
ー
マ
展「
徳

川
家
康
と
大
田
原
城
」開
催

プ
チ
・
ア
ー
ト
大
田
原
Vol.
２
開

催

問
申

問
申

問
申

本

文

文

問

問問

問問

本

申
問

本
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●
日
程　

７
月
30
日
㊐

●
場
所　

那
須
野
ヶ
原
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ

●
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方
、
栃
木
県
ゴ
ル
フ
連
盟
大
田

原
支
部
会
員
の
方

●
定
員　

❶
企
業
の
部
12
組
❷
個
人

の
部
30
名（
先
着
順
）

●
部
門

❶
企
業
の
部
…
市
内
に
所
在
す
る
企

業
に
所
属
す
る
方（
３
名
ま
た
は

４
名
１
組
、
同
一
企
業
で
複
数
の

組
の
出
場
可
）

❷
個
人
の
部
…
男
子
の
部
、
女
子
の

部
、
シ
ニ
ア
の
部

●
競
技
方
法　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー
（
ス
ク
ラ
ッ
チ
競
技
・

グ
ロ
ス
集
計
の
み
）

●
費
用　

１
０
０
０
円

※
プ
レ
ー
料
金
、
諸
費
用
は
別
途
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
方
法　

那
須
野
ヶ
原
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
７
月
20
日
㊍
ま

で
に
直
接
申
し
込
み

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

那
須
野
ヶ
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

０
２
８
７（
２
３
）１
１
０
１

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
　

　

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
７

●
条
件

①
大
田
原
市
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
づ
く
り

実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ（
年
８
回
程
度
）に
お

い
て
、
賞
品
の
納
入
が
可
能
で
あ

る
こ
と
。

②
大
田
原
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、

事
業
主
の
住
所
が
大
田
原
市
内

で
あ
る
こ
と（
事
業
主
が
法
人
の

場
合
は
、
そ
の
所
在
地
が
市
内
で

あ
る
こ
と
）

③
複
数
の
予
算
額
に
応
じ
、
賞
品
の

用
意
が
可
能
で
あ
る
こ
と

④
賞
品
を
梱
包
・
保
冷
し
た
う
え
で
、

市
内
各
ゴ
ル
フ
場
に
対
し
配
達

が
可
能
で
あ
る
こ
と

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

５
月
30
日
㊋

●
申
込
方
法　

次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
み

①
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口

へ
直
接
申
し
込
み

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
う
え
、
メ
ー

ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
い
ず
れ
か
の
方
法
で

申
し
込
み

※
登
録
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
賞
品

の
発
注
を
担
保
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

　

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
７

　

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
６

●
日
時　

６
月
６
日
～
７
月
25
日

（
全
８
回
）毎
週
㊋
、
午
後
６
時
30

分
～
８
時
30
分

※
６
月
20
日
㊋
の
み
、
６
月
22
日
㊍

に
実
施
し
ま
す
。

●
場
所　

ゴ
ー
ル
ド
ヒ
ル
倶
楽
部

●
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

●
定
員　

10
名（
抽
選
）

●
講
師　

田
口  

博
満 

氏

●
費
用　

１
万
３
０
０
０
円（
開
講

日
に
支
払
い
）

●
申
込
方
法　

５
月
23
日
㊋
～
29
日

㊊
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
に
左
記
へ
申
し
込
み

※
抽
選
結
果
は
５
月
31
日
㊌
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

※
今
年
度
ゴ
ル
フ
入
門
教
室（
初
心

者
向
け
）に
参
加
さ
れ
る
方
は
、

定
員
を
上
回
っ
た
場
合
抽
選
の
対

象
外
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
７

ス
ポ
ー
ツ

市
長
杯
争
奪
２
０
２
３
ゴ
ル
フ

の
ま
ち
お
お
た
わ
ら
№
１
決
定

戦
の
開
催

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
賞
品
購
入
先
登

録
業
者
募
集

ゴ
ル
フ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
教
室
受

講
生
募
集

安心電話（佐久山地区）

コラム ～ 見つけました  ささえ愛～ Vol.21

　佐久山地区社協では、ひとり暮らしの高齢者に月３
回、配食を兼ねた見守り活動を行っています。しかし、
次の配食日まで少し心配なこともあること、また、県
外に視察に行った際に「電話を使った見守り」の事例
を聞いたことから、安心電話に取り組むこととしたそ
うです。配食の利用者に電話で「今月は○日と○日に
お弁当を配達しますね」と確認するついでに、「お元気
ですか」「何かお困りのことはないですか」と聞くだけ
の簡単なものです。ただ、電話をかけるのは毎回同じ
人と決めています。
　ちょっとしたことですが、同じ声で同じように話し
かけていくうちにやがて「この声をきくと安心」と思ってもらえたり、「実は、近所の人が心配で…」「実は、
困っていることがあって…」と打ち明けてもらえるかもしれない、とのことです。
　心の扉を開くのに時間はかかって当たり前、すぐにそんな時は来ないかもしれないけれど、見守りの手段
を１つ増やして受け止める体制を整えているんです、と佐久山地区社協の役員さんからお話を伺いました。

問大田原市社会福祉協議会　　０２８７（２３）１１３０

問
申

問
申

問

体

体

問
申

体
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●
日
時　

６
月
13
日
～
７
月
18
日

（
全
５
回
）毎
週
㊋
、
午
前
10
時
～

正
午

※
７
月
４
日
㊋
は
休
講
日
と
な
り
ま

す
。

●
場
所　

千
成
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

●
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方

●
定
員　

10
名（
先
着
順
）

●
講
師　

三
浦  

孝
之 

氏

●
費
用　

９
０
０
０
円（
保
険
料
含

む
）

●
申
込
方
法　

５
月
16
日
㊋
～
22
日

㊊
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
に
県
北
体
育
館
窓
口
へ
受

講
料
を
添
え
て
申
し
込
み

※
代
理
者
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
す

が
、
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
　

　

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
７

●
日
時　

５
月
21
日
㊐
午
前
８
時
30

分（
午
前
８
時
10
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

大
田
原
体
育
館

●
対
象
者　

市
内
在
住
、
在
勤
ま
た

は
通
学
し
て
い
る
方

●
種
目　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ

ブ
ル
ス（
上
級
・
中
級
・
初
級
者

に
分
か
れ
ま
す
）

●
費
用　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０

円（
高
校
生
以
下
の
ペ
ア
は

２
０
０
０
円
）

※
大
会
当
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

●
申
込
方
法　

５
月
10
日
㊌
ま
で
の

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
左
記
へ
申
し
込
み（
電

話
申
込
不
可
）

　
　

大
田
原
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務

局

　

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
８

●
日
時　

９
月
24
日
㊐
午
前
８
時
30

分
～
午
後
３
時

※
水
泳
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

は
別
日
に
開
催

●
場
所　

栃
木
県
総
合
運
動
公
園　

ほ
か

●
種
目　

陸
上
競
技（
身
・
知
）、水

泳（
身
・
知
）、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

（
身
）、卓
球（
身
・
知
・
精
）サ
ウ
ン

ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス（
身
）を
含

む
、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク（
身
・

知
）、ボ
ッ
チ
ャ（
身
）、ボ
ウ
リ
ン

グ（
知
）

●
対
象
者　

令
和
５
年
４
月
１
日
現

在
で
満
12
歳
以
上
で
県
内
に
居

住
す
る
身
体
障
害
者
お
よ
び
知

的
障
害
者
お
よ
び
精
神
障
害
者

●
費
用　

無
料（
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
参

加
費
が
必
要
）

●
申
込
方
法　

５
月
12
日
㊎
～
31
日

㊌
に
福
祉
課
ま
で
申
し
込
み

※
学
校
や
施
設
な
ど
に
所
属
す
る
方

は
、学
校
・
施
設
な
ど
へ
申
し
込
み
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
栃
木
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

０
２
８（
６
２
４
）２
７
６
１

　
　

福
祉
課　
　

３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
９
２
１

　

農
機
具
の
安
全
な
使
い
方
に
つ
い

て
、
圃
場
で
指
導
者
の
も
と
、
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
。
経
験
の
有
無
は

問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※
ウ
ェ
ア
を
展
示
販
売
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
24
日
㊏
午
後
０
時
30

分
～
４
時（
小
雨
決
行
）

●
集
合
場
所　

Ｊ
Ａ
な
す
の
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社
大
田
原
農
機
セ
ン

タ
ー
（
中
田
原
１
４
５
５
‐
１
）

●
対
象
者　

農
業
に
興
味
が
あ
る
市

内
在
住
の
方
、
市
内
の
農
地
で
農

業
に
従
事
し
て
い
る
方

●
定
員　

25
名（
先
着
順
）

●
費
用　

３
０
０
円

●
取
り
扱
う
農
機
具　

草
刈
り
機

（
バ
ッ
テ
リ
ー
式
・
手
押
し
型

有
）・
管
理
機
・
ト
ラ
ク
タ
ー

●
服
装　

作
業
し
や
す
い
服
装
・
長

靴
・
手
袋
・
帽
子

●
申
込
方
法　

５
月
16
日
㊋
～
22
日

㊊
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
に
左
記
へ
直
接
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
み

　
　

農
業
委
員
会
事
務
局　
　

４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
６

【
お
茶
摘
み
体
験
】

●
日
時　

５
月
27
日
㊏
午
前
９
時
か
ら

●
場
所　

大
田
原
市
須
賀
川

●
定
員　

20
人（
抽
選
）

●
費
用　

５
０
０
円

●
受
付
期
間　

５
月
１
日
㊊
～
11
日
㊍

【
梅
の
実
収
穫
・
梅
干
し
漬
け
】

●
日
時　

６
月
17
日
㊏
午
前
９
時
か
ら

●
場
所　

湯
津
上
梅
圃
場
・
湯
津
上

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

16
人（
抽
選
）

●
費
用　

１
５
０
０
円

●
受
付
期
間　

５
月
24
日
㊌
～
31
日
㊌

【
共
通
】

●
申
込
方
法　

左
記
へ
電
話
ま
た
は

直
接
申
し
込
み

　
　

大
田
原
市
農
業
公
社

　

０
２
８
７（
２
３
）４
８
３
４

●
申
込
期
間
・
試
験
期
間

　
　

東
京
商
工
会
議
所
検
定
セ
ン

タ
ー

　

０
５
０（
３
１
５
０
）８
５
５
９

第
48
回
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

市
民
ゴ
ル
フ
教
室
受
講
生
募
集

第
19
回
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
参
加
選
手
募
集

は
じ
め
て
の
農
機
具
講
習
会
参

加
者
募
集

産
業
・
雇
用

農
業
体
験
参
加
者
募
集

令
和
５
年
度（
前
期
）東
京
商
工

会
議
所
検
定
試
験
の
ご
案
内

問
申

体

体

問
申

問問
申

本

問
申

本

問
申

問
申 試　験　名 申込期間 試験期間

カラーコーディネーター　アドバンス・スタンダード ５月19日㊎～30日㊋ ６月23日㊎～７月10日㊊

ビジネス実務法務２・３級 ５月19日㊎～30日㊋ ６月23日㊎～７月10日㊊

ビジネスマネージャー ５月19日㊎～30日㊋ ６月23日㊎～７月10日㊊

福祉住環境コーディネーター２・３級 ６月９日㊎～20日㊋ ７月14日㊎～８月３日㊍

環境社会（ｅｃｏ検定） ６月９日㊎～20日㊋ ７月14日㊎～８月３日㊍
※東商の検定試験は IBT 方式（インターネット経由で会社や自宅のパソコンを
　使用して試験を受ける方式）と、CBT 方式（テストセンターと呼ばれる試験会
　場でパソコンを使用して試験を受ける方式）での受験申込となります。
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【
簿
記
１
～
３
級（
統
一
試
験
）】

●
受
験
方
法　

統
一
試
験
ま
た
は

ネ
ッ
ト
試
験

●
窓
口
受
付　

４
月
25
日
㊋
～
５
月

12
日
㊎

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付　

４
月
25

日
㊋
～
５
月
14
日
㊐

●
試
験
日　

６
月
11
日
㊐

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
珠
算
１
～
６
級
】

●
受
付　

５
月
８
日
㊊
～
25
日
㊍

●
試
験
日　

６
月
25
日
㊐

　
　

大
田
原
商
工
会
議
所
検
定
担
当

　

０
２
８
７（
２
２
）２
２
７
３

　

市
内
の
農
作
物
を
野
生
鳥
獣
の
被

害
か
ら
守
る
た
め
、
耕
作
し
て
い
る

農
地
に
設
置
す
る
野
生
鳥
獣
防
護
柵

資
材（
電
気
柵
な
ど
）の
購
入
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者　

市
内
の
農
地
を
耕

作
し
、
継
続
的
に
農
作
物
を
生
産

し
て
い
る
方
ま
た
は
団
体

●
補
助
率　

購
入
費
の
３
分
の
１
以

内
、
個
人
上
限
５
万
円
、
団
体
上

限
10
万
円

　

農
林
整
備
課　
　

４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
８
１
３

　

令
和
５
年
１
月
よ
り
畜
産
業
の
免

税
軽
油
の
算
出
方
法
が
改
正
に
な
り

ま
し
た
。
追
加
交
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
大
田
原
県
税
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

栃
木
県
大
田
原
県
税
事
務
所

　

０
２
８
７（
２
３
）４
１
７
２

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
年

齢
の
異
な
る
子
ど
も
達
が
、
集
団
で

野
外
活
動
や
地
域
活
動
を
し
て
い
ま

す
。一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
者　

小
学
１
年
生
～
高
校
３

年
生
ま
で
の
女
子

●
申
込
方
法　

６
月
30
日
㊎
ま
で
に

左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

　
　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
栃
木
県
第
23
団

　

廣
瀨  

貞
子

　

０
２
８
７（
２
３
）６
０
０
１

　

橋
本  

仁
枝

　

０
２
８
７（
２
３
）６
８
０
１

【
第
一
回
選
定
委
員
会
】

●
日
時　

５
月
16
日
㊋
午
前
９
時
30

分
～
10
時
30
分

●
場
所　

大
田
原
市
役
所
本
庁
舎

３
０
１
・
３
０
２
会
議
室

●
内
容　

教
科
書
選
定
の
基
本
方

針
、
選
定
・
採
択
の
事
務
日
程
な

ど
の
確
認

【
第
二
回
選
定
委
員
会
】

●
日
時　

７
月
12
日
㊌
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

●
場
所　

大
田
原
市
役
所
本
庁
舎

１
０
１
・
１
０
２
会
議
室

●
内
容　

調
査
結
果
の
報
告
、
協
議

　

学
校
教
育
課　
　

４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）３
１
２
５

　

松
尾
芭
蕉
が「
お
く
の
ほ
そ
道
」の

行
程
で
黒
羽
地
区
に
逗
留
し
た
５
月

21
日
～
６
月
３
日
を「
芭
蕉
ウ
ィ
ー

ク
」と
称
し
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

５
月
27
日
㊏
午
前
８
時
30

分
～
午
後
４
時（
雨
天
決
行
）

●
集
合
受
付　

▼
道
の
駅「
那
須
与

一
の
郷
」（
午
前
８
時
25
分
ま
で
）

▼
那
須
塩
原
駅（
午
前
８
時
45
分

ま
で
）

●
行
程

　

道
の
駅「
那
須
与
一
の
郷
」（
受
付
）

⇨
那
須
塩
原
駅（
受
付
）⇨
小
峰

城
跡
⇨
南
湖
公
園（
昼
食
）⇨
白

河
関
跡
・
白
河
関
の
森
公
園
⇨
那

須
塩
原
駅（
解
散
）⇨
道
の
駅「
那

須
与
一
の
郷
」（
解
散
）

●
対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
可

●
定
員　

20
名（
先
着
順
）

●
費
用　

２
５
０
０
円（
昼
食
代
・

バ
ス
代
・
ガ
イ
ド
料
な
ど
）

※
詳
細
は
観
光
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　

５
月
19
日
㊎
ま
で
の

平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
に
左
記
へ
申
し
込
み

　

大
田
原
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

０
２
８
７（
４
７
）６
７
５
９

　

大
田
原
市
観
光
協
会

　

０
２
８
７（
５
４
）１
１
１
０

●
日
時　

５
月
19
日
㊎
～
21
日
㊐
午

前
９
時
～
午
後
５
時（
21
日
は
午

後
３
時
ま
で
）

●
場
所　

那
須
野
が
原
公
園（
緑
の

相
談
所
）

●
主
催　

日
本
皐
月
協
会
那
須
支

部
・
皐
月
会
な
す
の
支
部
・
大
田

原
皐
月
会
支
部

　

大
田
原
皐
月
会  

会
長  

加
藤
惠
三

　

０
８
０（
５
０
１
５
）１
４
０
９

野
生
鳥
獣
防
護
柵
設
置
事
業
補

助
金
の
お
知
ら
せ

畜
産
業
に
係
る
免
税
軽
油
の
算

出
方
法
の
改
正

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員
募
集

教　

育

教
科
用
図
書
選
定
委
員
会

芭
蕉
ウ
ィ
ー
ク『
み
ち
の
く
・
白

河
の
地
へ　

白
河
関
跡
を
訪
ね

る
』バ
ス
ツ
ア
ー
開
催

イ
ベ
ン
ト

県
北
さ
つ
き
祭
り
合
同
展
開
催

本

【１号広告】
●掲載枠　縦45㎜×横90㎜
●掲載料金　15,000円
●掲載ページ　広報おおたわら「お知らせ」の最下段

【２号広告（１号広告２枠分）】
●掲載枠　縦45㎜×横180㎜
●掲載料金　30,000円
●掲載ページ　広報おおたわら「お知らせ」の最下段

【１号・２号広告共通事項】
●発行回数　毎月１回発行
●発行部数　20,800部
●申込方法　所定の用紙に必要事

項を記入の上、要領に定められ
た書類を添えて下記まで直接申
し込み

　　情報政策課　　６階　　０２８７（２３）８７００

広報おおたわら有料広告募集

問

本

問

本

問

問
申

問
申

問問 申

令
和
５
年
度（
前
期
）日
本
商
工

会
議
所
検
定
試
験
の
ご
案
内
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地 域 の ひ ろ ば
※新型コロナウイルス感染症の影響により掲載事業が中止・延期とな

る場合があります。詳細は各施設ホームページでご確認ください。

政
策
推
進
課　

本
６
階　
　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
９
３

vol.44

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
活
動
レ
ポ
ー
ト

　
移
住
定
住
担
当
の
白
井
で
す
。知
ら
な
い
土
地
に
移
住
し
、

協
力
隊
と
し
て
活
動
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が「
地

域
の
方
た
ち
と
過
ご
す
時
間
」で
す
。昨
年
度
よ
り
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る「
や
み
ぞ
あ
づ
ま
っ
ぺ
協
議
会
」で
は
、

室
町
時
代
か
ら
続
く
と
言
わ
れ
る
県
内
最
古
の
お
茶
の
産

地「
須
賀
川
地
区
」の
茶
葉
で
和
紅
茶
を
作
っ
て
い
ま
す
。紅

茶
の
味
わ
い
は
畑
や
摘
み
取
る
季
節
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、

皆
で
試
飲
し
て
ブ
レ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。畑
の
管
理
や
梱
包

な
ど
作
業
は
分
担
。茶
葉
を
計
量
し
て
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
に
入

れ
た
り
、袋
詰
め
し
た
り
す
る
工
程
は
全
て
手
作
業
。初
め

て
参
加
し
た
際
、一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
作
業
し
て
い
る
姿
に

と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

東
京
か
ら
移
住
し
て
き
た
私
に
と
っ
て
、こ
う
い
っ
た
資

源
が
身
近
に
あ
る
こ
と
は
と
て
も
魅
力
的
で
、継
承
し
て
い

き
た
い
文
化
で
す
。ま
た
、地
域
の
方
た
ち
か
ら
は
い
つ
も

元
気
を
い
た
だ
い
て
お
り
、今
後
は「
人
の
魅
力
」も
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

報
告
者
：
白
井
　
あ
か
ね

協
力
隊
活
動
報
告

　
ク
ワ
は
農
作
業
に
お
い
て
、
耕
作
・
畝う

ね

立
て
・
除
草
・
収

穫
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
使
わ
れ
る
重
要
な
農
具
の
一
つ

で
す
。
機
械
化
が
進
ん
だ
現
代
に
お
い
て
も
、
ま
だ
ま
だ
現

役
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
ク
ワ
の
つ
く
り
に

注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
ク
ワ
は
鉄
製
の
刃
先
が
つ
い
て
い
ま
せ

ん
が
、
須
賀
川
地
区
の
方
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
３
本

ま
と
め
て
納
屋
に
か
け
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
柄
と
、
刃

を
は
め
込
む「
風
呂
」と
呼
ば
れ
る
部
分
が
ケ
ヤ
キ
の
一
木
で

つ
く
ら
れ
て
お
り
、
自
然
の
枝
ぶ
り
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て

成
形
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
館
が
所
蔵
す
る
ク
ワ
の
多
く
は
、

柄
と
風
呂
が
別
々
に
つ
く
ら
れ
接
合
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

本
資
料
の
よ
う
に
一
つ
の
木
材
か
ら
つ
く
り
出
さ
れ
る
も
の

は
珍
し
く
、
古
い
時

代
の
ク
ワ
の
特
徴
を

残
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ク
ワ

が
、
い
つ
頃
誰
が
つ

く
っ
た
の
か
な
ど
の

詳
し
い
経
緯
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
木
材

が
豊
富
な
須
賀
川
な

ら
で
は
の
地
域
色
豊

か
な
資
料
と
い
え
ま

す
。歴

史
民
俗
資
料
館　
　

０
２
８
７（
９
８
）２
１
５
１

vol.55

ク
ワ
の
つ
く
り
方

一木でつくられたクワの柄と風呂

vol.32

知
っ
て
得
す
る
く
ら
し
情
報

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
す
す
め

問
生
活
環
境
課　
　

２
階　
　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
７
５

本

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化

炭
素
で
す
が
、
日
常
生
活
か
ら
排
出
さ

れ
る
二
酸
化
炭
素
の
約
４
分
の
１
が
自

動
車
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
エ
コ

カ
ー
へ
の
買
い
替
え
や
自
動
車
を
使
わ

な
い
移
動
な
ど
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

が
少
な
い
交
通
手
段
も
あ
り
ま
す
が
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
簡
単
に
取
り
組
め

て
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
量
も
大
き

い
取
り
組
み
で
す
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
代
表
的
な
も
の
は「
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
」

で
す
。
最
初
の
５
秒
で
時
速
20
㎞
程
度
を
目
安
に
、
や
さ
し
い

発
進
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
だ
け
で
、
10
％
程
度
燃
費
が

改
善
し
ま
す
。
ま
た
、
無
駄
な
加
速
や
減
速
が
増
え
る
と
、
市

街
地
で
２
％
、
郊
外
で
は
６
％
も
燃
費
が
悪
化
し
ま
す
。
加
速

や
減
速
の
少
な
い
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
燃
費
が
20
％
改
善
す
る
と
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
が
年
間
約
14
㎏
削
減
で
き
ま
す
。
環
境
へ
の

配
慮
だ
け
で
な
く
、
安
全
運
転
に
も
つ
な
が
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

を
ぜ
ひ
心
が
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

紅茶の袋詰め作業

和紅茶「雲巌の静
せいひつ

謐」
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体県立県北体育館黒黒羽庁舎湯湯津上庁舎本本庁舎

休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午前９時30分～午後４時30分
※７・８月は午後５時まで開館（入館は午後４時まで）

自然観察館だより
■届いたよ、小さな春だより シジミチョウの仲間たち
　…６月 18 日㊐まで開催
　この春の企画展は、これまであまり展示することが
なかったシジミチョウやセセリチョウが主役です。小
型のかわいいチョウをぜひお楽しみください。

◆ベニシジミ
　日本各地で見ることができる身近なチョウです。海
外でもユーラシア大陸と北アメリカ大陸に広く分布し
ています。草地でよく見られ、
春から秋にかけて数回発生し
ます。特に４月から６月にか
けて多く見られます。成虫の
前翅長は 1.5㎝ほどで、冬は幼
虫で越冬します。幼虫の食草
はスイバやギシギシなどのタ
デ科植物です。

■自然観察会 ( 早起き探鳥会 ) を開催
　６月は日の出が早いです。夏至（６月 21 日）の日の
出は午前４時 22 分です。ふれあいの丘では日の出と
ともに野鳥のさえずりが聞こえてきます。朝が早いこ
の時期に、目覚めたばかりの野鳥を観察しましょう。
●日時　６月 17 日㊏午前５時～７時 30 分（雨天中止）
●集合場所　ふれあいの丘駐車場　※のぼり旗が目印
●対象者　小学生以上（小学生は保護者同伴）
●定員　15 名（先着順）
●費用　300 円（野鳥の会会員 100 円、中学生以下無料）
●持ち物　雨具、筆記用具、双眼鏡（お持ちの方はご

持参ください。当館で
も用意しています）

●申込方法　５月 20 日㊏
～ ６ 月 10 日 ㊏ に 電 話

（午前９時 30 分～午後
４時）で申し込み

●その他　大田原理科ク
ラブと日本野鳥の会栃
木県支部との共催

■昆虫教室（蜂の不思議を知ろう）を開催
　…６月４日㊐午前９時～ 11 時 30 分

休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午後１時30分～９時
　　　　　　（入館は午後８時30分まで）

天文館だより
■星空情報■

月と惑星の接近
　今月は、月と惑星たちとの接近が楽しめます。まず
は13日、明け方の４時を過ぎたころ、南東の低い位置
で月と土星が近づく様子が見られます。前日が下弦の
月なので、13日も半月に近い状態で接近します。
　さらに23日夕方７時過ぎ、西の空で月と金星が、24
日には月と火星が相次いで接近する様子が見られます。
22日に三日月となったばかりなので、かなり細い月と
の接近となります。
　天文館では、23日に「細い月と金星との接近を見よ
う」というイベントを開催します。接近している様子は、
双眼鏡や低倍率の望遠鏡なら同じ視野内で見ることが
できるでしょう。さらに日没後の細い月は、光の当たっ
ていない部分がうっすらと明るく浮かび上がる地

ちきゅうしょう

球照
という現象も観望できます。ぜひ天文館でお楽しみく
ださい。

■主なイベント（６～７月）■
①県民の日無料開放
●日時　６月10日㊏～11日㊐午後１時30分～９時
●内容　「栃木県民の日」に伴い、10 日と 11 日の両日

を無料開放します。予約をされた方を優先とします。
事前に予約をお願いします。

②月撮影会３（ホームビデオ・一眼カメラで月を撮影
しよう）

●日時　６月 25 日㊐・７月
２日㊐午後８時 10 分～９
時

●内容　お手持ちのビデオ
カメラや一眼カメラで月
やクレーターなどを撮影
します。望遠鏡にカメラ
本体を接続して撮影しま
す。

③夏の星座観望会（夏の大三角から星座を探す）
●日時　７月 21 日㊎～ 23 日㊐午後７時 40 分～９時
●内容　夏の大三角からはくちょう座やこと座、わし

座、さらに天の川に沿ってさそり座やいて座を探し
ます。望遠鏡でそれらの星座近くにある天体も観望
します。

詳細は天文館ホームページをご覧ください

  0287（28）3251

 0287（28）3254

世界のシジミチョウ サツマシジミ

昨年の早起き探鳥会の様子

国立天文台「今日の星空」より

月齢７の月（25日）

詳細は自然観察館ホームページをご覧ください

月
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大田原図書館  　0287（23）4560 通年 9:00～19:00
黒羽図書館　  　0287（59）0855 平日 9:30～18:30 ㊏㊐㊗ 17:30 まで
湯津上図書室  　0287（98）7037 通年 9:00～17:00

大田原図書館からの
お知らせ

★
絵
本
や
紙
し
ば
い
の
読
み
聞
か
せ

名　　称 場　　所 日　　時

ピノキオおはなし会
大田原図書館
おはなしコーナー

５月７日㊐・21日㊐・６月４日㊐
午後２時 から30分程度

こどものつどい
出演：ガールスカウト

５月14日㊐・６月11日㊐
午後２時～３時

にじいろおはなし会 トコトコ大田原３階
つどいの広場

５月23日㊋・６月27日㊋
午前10時45分から

おひさまぽかぽかの会 しんとみ子育て
支援センター

５月12日㊎・６月９日㊎
午前11時 から

コアラおはなし会 黒羽図書館２階
視聴覚室

５月14日㊐・６月11日㊐
午前11時から

【大田原図書館・湯津上図書館】５月１日㊊・５月15日㊊・５月19日㊎・６月５日㊊
【黒羽図書館】５月８日㊊・５月19日㊎、５月22日㊊、６月12日㊊

★休館日のお知らせ★※生活カレンダーにも掲載

＊今月のおすすめ図書＊

　ふわかあさんと一緒にクッキーを買い
にでかけたうさこちゃん。そこでおいし
そうなキャラメルをみつけたうさこちゃ
んは…。

　なぜ世に出た…？と思わずツッコんで
しまう、摩訶不思議な１００均の商品た
ち。著者の小気味よいコメントにも笑って
しまいます。

『うさこちゃんときゃらめる』
ディック・ブルーナ / 著

『１００均フリーダム』
内海 慶一 / 著

気軽に寄席ハーモニー亭　入船亭扇遊独演会

那須野が原ハーモニーホールからのお知らせ

チケット好評発売中

0287（24）0880

●日程　令和６年１月27日㊏～２月４日㊐
●募集部門
　≪平面部門≫版画・工芸・日本画・洋画
　≪立体部門≫彫刻・工芸・立体
　≪書 部 門≫書（篆刻を含む）
●申込資格
　高校生以上で栃木県内に在住・在勤・在学の方
　※出品にはギャラリー運営委員による審査があります。

●申込期間　５月１日㊊～８月31日㊍必着
※作品基準などの

詳細は、新規出品
者募集要項をご
確認ください。

こんにちは。大田ワ
ラオです。ゴールデ
ンウィークは、皆さ
んどこかへお出かけ
されますか？

チケット発売情報

●日時
　７月30日㊐午後２

時開演　小ホール
●チケット
　全席指定1,500円
　（友の会1,400円）
　大学生以下1,000円
　※小学生以上の入場
　　となります。
●出演
　真打：入船亭扇遊
　二ツ目：入船亭扇太

村治奏一クラシックギターコンサート
～ギターで巡る音楽の旅～

●日時
　８月26日㊏午後２時開演
　小ホール
●チケット
　全席指定4,000円
　（友の会3,600円）
　高校生以下2,000円
　※小学生以上の入場
　　となります。
●友の会優先電話予約
　６月22日㊍から
●一般発売
　６月24日㊏から

©Junichi Takahashi

第 19回ハーモニーホール展　新規出品者募集

※出演者の出入り待ち、楽屋訪問などはご遠慮ください。
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nap htawaraスナップおおたわら

　大田原交通安全協会と大田原地区運転管理者協
議会から、市内の新入学児童に黄色い帽子が寄贈
されました。この黄色い帽子は、新入学児童の交
通安全に役立てて欲しいという願いが込められて
います。寄贈された帽子は、入学式で新入学児童
に配付されました。

新入学児童へ黄色い帽子寄贈
～ 子どもたちの交通安全を願って ～3/16

　本市の自然豊かな環境のもとで作られた特に優
れた特産品を「大田原ブランド」として認定して
います。今回で 5 回目となりました認定審査にお
いて「なんだパンダ」、「丸富ねぎ」、「東京石材の
花崗岩みやつこうすたぁ・　石」の３件が新たに
大田原ブランドに認定され、計 27 件になりました。

大田原ブランド認定証交付式
～ 新たに３件を認定 ～3/16

　ＪＡグループ栃木から、市内の新入学児童に
「笑

え み

味ちゃんランチョンマット」が寄贈されました。
このランチョンマットは、未来を担う子どもたちが
県内の農畜産物をたくさん食べ、健やかに成長する
ことを願い作成されたものです。ランチョンマッ
トは児童が給食で使用します。

新入学児童へランチョンマット寄贈
～ 子どもたちの成長を願って ～3/22

　大田原ロータリークラブ、大田原中央ロータリー
クラブ、黒羽ロータリークラブの３団体から、市
内の新入学児童の入学を祝し、ランドセルカバー
が寄贈されました。黄色いランドセルカバーには

「ありがとう」の文字が入っており、新入学児童へ
の交通安全の願いが込められています。

新入学児童へランドセルカバー寄贈
～ 子どもたちの登下校の安全を願って ～3/22

　大田原市出身で書の振興に尽力され、全国でも活
躍されている川上 鳴石 氏から改組 新 第７回日展
で特選を受賞した書を寄贈いただきました。西行
法師が詠んだとされる歌を書き上げた地元にゆか
りのある作品です。５月18日まで市役所本庁舎１
階で展示していますので、ぜひ、ご覧ください。

書「糸桜」の寄贈
～ 改組 新 第７回日展 特選受賞作品 ～3/28

　大田原市森林組合から森林の多面的機能と環境
保全の森林整備のために 1,000 万円の寄附をいた
だきました。これらの寄附金は、林業振興や森林
整備、また林道の維持補修に大切に活用してまい
ります。

大田原市森林組合からの寄附
～ 大切な森林と環境のために ～3/28

きせき
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民俗部会調査速報⑩
～木下ろし作業用のキゾリ（木橇）～

　今回紹介する民具は、北滝の佐藤 和𠮷 氏（昭和４年生まれ）が八溝山地の南西麓で伐採した木材（主に松・桧・
杉・桜など）を麓まで下ろすため、昭和40年頃まで使用していた運搬用のキゾリ（木橇）です。材質は樫

かし

の木で、
長さ285cm、幅15cm、厚さ３cm ほどの板を２本切り出し、その両端部を船の舳

へ さ き

先状に加工し、ソリの滑走部と
しています。この２本の板に、幅4.5cm、厚さ1.5cm のほぞ穴を左右対称に各４個ずつ開け、幅が4.5cm、厚さ３
㎝の角材の両端部を加工してはめ込み、楔

くさび

で固定して梯
は し ご

子のような基本の形が作られています。さらに２対の
穴を開け、鉄製の針金３本を撚

よ

り合わせて２本の滑走部を締め上げて固定しています。前後は同じ形に整形され、
両端部近くに４か所の穴を開け、端部に金具の付いたキゾリを引くためのロープをかけて縛る、針金製の環が
付けられています。このソリに、直径約15cmで長さが約３～3.6ｍの木材ならば10～15本積むことができます。
木材は縄でソリに縛り付け鎹

かすがい

を打って固定し、木道を滑らせるようにして里に下ろしました。木道にはバンギ
とよばれる伐採した枝を傾斜に合わせて敷き、廃油を塗ってキゾリを滑りやすくしました。
　木材に関する作業は分業で、伐採を行うモトヤマと搬出を行うキオロシの作業があります。伐採は春と秋の
２回行われました。昭和30年代までは伐採した後、現地で皮を剝き乾燥させるのが一般的でしたが、材木の需
要が高まった昭和40年代になると生木のまま運搬されるようになりました。　　　　（民俗部会　上野  修一）

市史編さんだより  vol.31

文化振興課　 ０２８７（４７）５０３１

『みんなのひろば』 投稿募集
●注意事項
＊原則として受付順に掲載しますが、応募多数の場合は
　過去に一度も掲載されていない方を優先します。
＊掲載回数の上限は１人につき月１回かつ同一年度内３
　回までとし、２号連続しての掲載は行いません。
＊掲載された場合の謝礼はありません。
●掲載できない記事

・市の品位、公共性または公益性を損なうおそれがあるもの
・政治的、宗教的または選挙活動に当たるもの
・営利を目的とするもの
・個人、団体を誹謗中傷するもの
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

●応募方法
　Ｅメールに写真を添付し、本文に次の❶～❻を記入し
て情報政策課にお送りください。
❶コーナー名
　・我が家の『○○』（家族や自慢のレシピなどの紹介）
　・いいとこ撮り（市内の風景・イベント写真の紹介）
　・大田笑人（市内で活躍する個人・団体の紹介）
❷写真のタイトル
❸コメント（200文字程度）
❹氏名とペンネーム（本名掲載を希望の場合は不要）
❺住所（番地も記入。紙面には大字のみ掲載します。）
❻電話番号

問 情報政策課　本６階　　０２８７（２３）８７００
　 jouhou@city.ohtawara.tochigi.jp

キゾリ（左：全体　右：先端部拡大）

　薄葉第三団地公園で散った桜の花
びらがまるで地面に咲いているよう
でした。

投稿者：佐藤 友英（薄葉）

『地面に咲く桜』



とちぎ子ども救急電話相談・子ども（おおむね15 歳未満）
【時間】㊊～㊏18：00～翌朝８：00　㊐・㊗８：00～翌朝８：00　　
　   ＃8000　または　　028（600）0099

夜 間 診 療【診療時間】毎日 19：00 ～ 21：30

とちぎ救急医療電話相談・大人（おおむね15 歳以上）
【相談時間】㊊～㊎18：00～22：00　㊏・㊐・㊗16：00～22：00
　　＃7111　または　　028（623）3344

那須地区夜間急患診療所
（中田原1081-4 ／那須赤十字病院 1 階）

　０２８７（４７）５６６３
●診療科目…内科・小児科
※那須赤十字病院と併設ですが、別の医療機関になります。

急な病気やけがで心配な時に

※大田原市の市外局番は「０２８７」です。携帯電話からかける際はご注意ください。

相談 日時 場所 問い合わせ

総
合
行
政

相
談

大田原地区 ５月15日㊊
６月７日㊌ 10:00～12:00 生涯学習センター

市情報政策課 本６階
（２３）８７００湯津上地区 ５月10日㊌

６月７日㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター

黒羽地区 ５月９日㊋
６月７日㊌ 10:30～12:00 黒羽・川西地区公民館

人
権

相
談

大田原地区 ５月15日㊊
６月７日㊌ 10:00～12:00 生涯学習センター

市政策推進課 本６階
（２３）８７１５湯津上地区 ６月７日㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター

黒羽地区 ５月９日㊋
６月７日㊌ 10:30～12:00 黒羽・川西地区公民館

心
配
ご
と

相
談

★大田原地区 毎週㊎　　   9:00～12:00 市役所Ａ別館 市社会福祉協議会 （２３）１１３０

★湯津上地区 毎月第１㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター 　〃　湯津上支所 （９８）３７１５

　  ★黒羽地区 毎月第３㊍   9:00～12:00 社会福祉協議会黒羽支所 　〃　　黒羽支所 （５４）１８４９

広域無料法律相談（要予約） ５月11日㊍   13:30～16:30
トコトコ大田原３階
市民交流センター

市総務課 本６階
（２３）１１１１

※申込多数につき、お一人様年度内
１回限りとなります。

（予約受付：５月２日㊋～10日㊌）

市民無料法律相談（要予約） ５月25日㊍   13:30～16:00
（予約受付：５月18日㊍～24日㊌）

公正証書無料相談（要予約） ㊊～㊎   　9:00～12:00
  13:00～17:00 大田原公証役場 大田原公証役場

（２３）０６６６

不動産無料相談会（要予約） ５月23日㊋　   13:30～15:30 不動産会館県北支部
（黒磯文化会館前）

（公社）宅建協会県北支部
０２８７（６２）６６７７

栃木県司法書士会
相続登記相談センター
（相続・遺言に関する相談、
１回30分程度）（要予約）

電話 第２・４㊏　  10:00～15:00
（予約受付：平日9：00～17：00） ― 相続登記相談センター（栃木県司法書士会）

０２８（６１４）１１２２

面談 予約時に各司法書士と調整
※要無料クーポン

無料クーポン、相続登記相談センター登録司法書士につい
ては、右の二次元コードからホームページをご覧ください。

自殺予防いのちの電話
フリーダイヤル

毎月10日 8:00～11日 8:00（24時間）
毎日午後4時～9時（５時間） ― フリーダイヤル

０１２０（７８３）５５６

★がん相談支援 　㊊～㊎    9：30～12：30
13：30～16：30 那須赤十字病院

相談室３
那須赤十字病院がん相談支援センター

０８０（７５７６）２６５５
   第１・３㊏   9：30～11：30

★生活困窮者の相談支援 　㊊～㊎　　           8：30～17：15 市役所Ａ別館 市社会福祉協議会
（２３）１１３０

★ＤＶ（配偶者等暴力）・離婚
に関する相談窓口（要予約） 　㊊～㊎　　           9：00～16：00 市子ども幸福課 市子ども幸福課 本３階

（２３）８７９２

教育支援相談会（要予約）
※小中学校への就学相談です

５月15日㊊
５月31日㊌ 13：00～17：00  市役所本庁舎４階 市学校教育課 本４階　

（２３）３１２５

★不登校・いじめなどに関
する相談窓口（電話相談可） 　㊊～㊎　　           8：30～17：15 市教育支援センター 市教育支援センター（大志館すばる内）

（２２）５８８４

★…祝日・年末年始を除く。各種相談

事前に当番医療機関に電話してから受診してください。
また、やむを得ず変更になる場合があります。【診療時間】9：00 ～ 17：00休日当番医

月 日 当番医名 所在地 電話

５
月

３日㊌ 阿部内科 佐久山 2018 　（28）0053

４日㊍ なすのがはらクリニック 滝沢 304-1 　（28）1151

５日㊎ 高橋外科医院 住吉町 1-11-20 　（22）2624

７日㊐ 藤田医院 野崎 2-7-14 　（29）0010

14日㊐ 益子医院 大久保 266 　（59）0835

月 日 当番医名 所在地 電話

５
月

21日㊐ 益子クリニック 黒羽田町 827 　（54）2727

28日㊐ 増山胃腸科クリニック 加治屋 83-413 　（23）6321

６
月

４日㊐ 増山医院（小滝） 小滝 1107-6 　（22）2336

11日㊐ 増山医院（佐良土） 佐良土 861 　（98）2008

18日㊐ 高久内科医院 中田原 773-8 　（48）6811
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５月　生活カレンダー
くらし情報館開館日健：各種健康相談相：各種相談 納：各種納期限 図：図書館休館日医：休日当番医

新型コロナウイルス感染症の影響により
掲載事業が中止・延期となる場合があります
中止・延期の際は、市ホームページ・よいちメー
ルなどでお知らせします

月１回市長が皆さまからのご意見、ご要望をお聴きします。
■日時…５月16日㊋
　　　　午前９時30分～10時30分
■電話番号…0120-188911（固定電話専用）

もしもし
市長さん

※指定日時以外や携帯電話からのお電話は、
　随時下記でお受けします。

 情報政策課　本６階　 ０２８７（２３）８７００

医 益子医院
 0287（59）0835

医 益子クリニック
 0287（54）2727

医 増山医院（小滝）
 0287（22）2336

医 高橋外科医院
 0287（22）2624

医 阿部内科
 0287（28）0053

医 藤田医院
 0287（29）0010

医 橋本内科
クリニック
 0287（22）2220

医 なすのがはら
クリニック
 0287（28）1151

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

健 乳幼児健康相談

健 乳幼児健康相談

健 もの忘れ相談

健 もの忘れ相談

図 黒羽

図 大田原・湯津上

図 大田原・湯津上

相 心配ごと（湯津上）

健 ６～７か月の
赤ちゃん教室

相 行政・人権（黒羽） 相 相続登記・遺言

医 増山胃腸科
クリニック
 0287（23）6321

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

相 法律（広域）

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館 くらし情報館

図 大田原・湯津上
黒羽

図 黒羽

図 大田原・湯津上

相 行政・人権（大田原）

相 行政（湯津上）

相 心配ごと（黒羽）

相 法律（市民）相 不動産 相 相続登記・遺言

相 相続登記・遺言

相 いのちの電話

健 おたっしゃクラブ

健 心の健康相談室

健 心の健康相談室

与一太鼓定期演奏会
   （11：00 ～）

那須与一伝承館
0287（20）0220

もしもし市長さん

こどもの日みどりの日憲法記念日
納 固定資産税・

都市計画税
（１期）

納 軽自動車税
（種別割）

相 教育支援相談

相 教育支援相談

相 教育支援相談

相 行政・人権（大田原・
湯津上・黒羽）

健 薬物問題をお持
ちの方の家族の
集い相 心配ごと（湯津上）

健 精神保健福祉
クリニック

健 こころの病を理
解するための家
族教室



 

開館時間：10：00 ～ 15：00（開館日はカレンダーでご確認ください。）
くらし情報館 くらし情報館（大田原市くらしの会／中央１-２- 14）　　０２８７（２２）３９０３

ゆずりたい ゆずってほしい
●お子さん向け…歩行器・ベビー用いす・子供用スキーウェア
上下（140㎝）・学習机（椅子なし）・ゆりかご・ベビーカー・お
まる・チャイルドシート

●家具・インテリア・家電製品・楽器など… 額縁（大・中・小・17
枚）・座卓（120cm× 88cm）・座卓（150cm× 90cm）・システム
ベッド（タンスと机付き）・タンス（和・洋）・シングルベッド（大
人）・トイレの手すり（未使用）・照明器具（４点）・エレクトーン

●制服・体操着など…大田原小学校《体育着（120 ～ 130㎝）》
●その他…塗鉢（数個）・本棚（20×60×112）・本棚（98×18×
27）・本棚（飾り棚付き）・スキーウェア上下（男・女）・スキー
用品一式（男）・鎧・兜（ケース入り）・剣道着（上着３号・４号
各１着・袴２着）・防災頭巾・５月人形セット（兜・弓矢・ケー
ス入り）・ひな人形７段飾り・茶箱（３個）・囲碁セット・ひな
人形（ケース入り）

●お子さん向け…男子用自転車（22 インチ）・ベビーベッド
●家具・インテリア・家電製品・楽器など…電動ミシン（ポー

タブル）・ステレオ・自転車（ママチャリ）・大人用自転車・
電気掃除機・キーボード（楽器）・家具調こたつ（120cm ×
90cm）・シングルベッド（木製）・電動自転車

●制服・体操着など…若草中学校《女子制服（M・160㎝）》・若
草中学校バレー部（ウインドブレーカー・シューズ）

●その他…マウンテンバイク・かなめ焼き・農業用パイプハ
ウス・ベンチコート（160㎝）・墨すり機・車イス・スキー
板 &ブーツ（25cm）・車いす

（登録状況：４月１日現在）

各種二次元コード
土日祝日・夜間の
水道管漏水の連絡先

大田原市の人口

市Twitter市ホームページ

よいちメール インフラ不良箇所
通報メール

市Youtube

道路や公共施設・上下水
道などの不良個所を見つ
けたときは、「インフラ不
良箇所通報メール」から
お知らせください。

【人口・世帯数（前月比）】
　■人口 70,825 人（-92）
　　　男 34,785 人（-32）
　　　女 36,040 人（-60）
■世帯数 30,421 世帯（-2）
「毎月人口調査」を基に

掲載しています。

R5.3.1 現在
　 大田原管工事工業協同組合

　 ０９０（７２３４）４４６２
※連絡先が全地区統一となりました。

※本管漏水工事のための待機業者で
あるため、宅地内漏水は対応でき
ない場合があります。

市Facebook

消費生活センターからのお知らせ
　　大田原市消費生活センター　　２階
　　０２８７（２３）６２３６
　受付時間…平日 9：00～12：00､13：00～16：00
消費者ホットライン　１８８

※大田原市の市外局番は「０２８７」です。携帯電話からかける際はご注意ください。

ごみの組成分析結果（冬季分） 問生活環境課　　２階　　０２８７（２３）８７０６本

　市では「もやせるごみ」の中身を調べる「ごみ質分析」
を行っています。令和４年度冬季に実施した結果は右表
のとおりです。厨芥類（生ごみ）について、手つかずの
菓子類や野菜、果物などがもやせるごみとして捨てられ
ていました。食品ロスは経済的な損失となるほか、ごみ
が増えることにより環境にも悪い影響を与えます。食品
ロスの削減にご協力ください。また、もやせないごみの
混入は収集車や焼却設備の故障や施設の休止などにつな
がり大変危険です。もやせるごみに混入したスプレー缶
やライター、充電式電池が原因で、火災が発生した事例
もありますので、分別の徹底をお願いします。

紙類
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紙類
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ビニール・ゴム
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【200㎏のサンプリングにおける組成分析結果】
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単位：％、（ ）内は昨年夏季の結果

　「消費者月間」には、全国で消費者問題に関する啓発・教育などが集中的に行われています。
　大田原市消費生活センターでは、悪質商法の対処法などを紹介し事前に被害を防止する出前講座の申し込みを随時受付していま
す。この消費者月間を機に自治会や学校関係などでぜひご活用ください。

　「消費者ホットライン」とは、消費者庁が行っている行政サービスの一つです。ナビダイヤルの「１８８」に電話をかけ、お住ま
いの郵便番号や市町村名を選択することにより、最寄りの消費生活センターに転送され相談が受けられます。郵便番号や居住地を
大田原市と選択した場合、通常の受付時間内であれば大田原市消費生活センターにつながり、㊏㊐㊗は国民生活センターに転送さ
れるよう設定されています。いち早く対処法などを知りたいときに有効ですのでぜひご利用ください。

■毎年５月は消費者月間です

■消費者ホットラインをご利用ください



※子育て支援センター・つどいの広場・子育てサロンは、事前予約制、人数制限を行っています。
休館日が変更になることもありますので、最新情報はホームページなどを確認するか直接お問
い合わせください。

子育て支援情報

■ファミリーサポートセンター
　（保育課内）
　　０２８７（２３）８７３９
　子育ての手助けをしたい・して
ほしい方が会員となり、地域で子
育てを支え合う組織です。

■一時保育センター（子ども未来館内）　
 ０２８７（２２）２８１３
▶開設日時：９:00 ～ 17:00
　（休館日を除く）
▶対象：４か月～就学前の健康な
　乳幼児（市外の方を含む）
▶料金：１時間 300 円
　  （市外の方は 500 円）
※１回４時間、月５回まで。
　事前申込が必要。（一定要件あり）

つどいの広場 さくやま トコトコ
場所 旧さくやま保育園 子ども未来館

開設日時 ㊊・㊌・㊎・第４㊏
９：00 ～ 11：30 ／ 12：00 ～ 13：30

㊊～㊎　
９：00 ～ 11：15 ／ 12：30 ～ 14：30

休館日 ー ５/１㊊、５/11日㊍PM、５/30日㊋

子育てサロン かねだ のざき かわにし
場所 金田北地区公民館 うすばアットホーム 川西高齢者ほほえみセンター

開設日時 ㊋９：00 ～ 11：30 ㊍９：00 ～ 11：30 ㊌９：00 ～ 11：30
休館日 ー ー ー

病児・病後児保育 病後児のみ　※要登録 病児・病後児　※要登録
施設 保育園ベビーエンゼル 国際医療福祉大学　金丸こども園

利用時間 ㊊～㊎８：00 ～ 18：00
料金（１日） 病児　2,000 円／病後児　500 円
予約電話 　　 （２２）８８３４ 　　 （４８）６６１０

子育て支援センター しんとみ ゆづかみ すくすくきっず（くろばね） ひかり
場所 しんとみ保育園 ゆづかみ保育園 くろばね保育園 ひかり幼稚園
電話 　 （２２）５５７７ 　 （９８）３８８１ （５９）１０７７ 　 （２３）５５３３

開設日時
㊊～㊎

９：00 ～ 11：30
13：00 ～ 15：30

㊊～㊎
９：00 ～11：30
13：00 ～ 15：30

㊊～㊎
９：30 ～ 12：00
13：30 ～ 16：00

㊊～㊎
９：00 ～ 11：30
13：00 ～ 15：00

休館日 ５/24㊌

保健に関する教室・相談

教室・相談 日時 場所 内容 持ち物など 問い合わせ

乳幼児健康相談 ５月10日㊌
６月７日㊌ 9:30～11:15 大田原市

福祉センター
計測や

育児相談など 母子健康手帳
子ども幸福課 本３階

（２３）８６３４６～７か月の
赤ちゃん教室 ６月６日㊋ 9:40～11:30

（受付9:20～） トコトコ大田原 計測、赤ちゃんの
育ち、離乳食の進め方 ※要予約

おたっしゃクラブ ５月24日㊌ 9:30～11:30 本庁舎１階
市民協働ホール

高齢者向けの
運動や講話 ※要予約 高齢者幸福課 本３階

（２３）８９１７

もの忘れ相談 ５月11日㊍
６月１日㊍ 10:00～12:00 本庁舎３階相談室５ もの忘れなどの相談 ※要予約 高齢者幸福課 本３階

（２３）８７５７

心の健康相談室 ５月９日㊋
５月23日㊋ 13：30～16:30 本庁舎３階

303会議室 カウンセリング ３日前まで
に要予約

健康政策課 本３階
（２３）８７０４

こころの病を理解
するための家族教室 5月19日㊎

13：30～15：30 県北健康
福祉センター

座談会
※要予約 県北健康福祉センター

（２２）２２５９精神保健福祉
クリニック ５月25日㊍ 精神科医への

個別相談
薬物問題をお持ち
の方の家族の集い ５月11日㊍ 13：30～15：30 県北健康

福祉センター 座談会 ※要予約 県北健康福祉センター
（２２）２３６４

●受付時間 …午前中
※混雑を避けるため受付時間は割振りさせていただきます。
●「特定健診」または「後期高齢者健診」を受診する方は、「保

険証」と「特定健康診査受診券」を持参してください。
●市民健康診査および国民健康保険の人間ドック・脳ドック

で受診した項目は、年度内に重複して受診することはでき
ません。

●申し込みはインターネット・電話・ＦＡＸ・郵便などで
随時受け付けています。

●70歳未満の方のがん検診などについては、費用の一部自
己負担があります。

　　健康政策課　　３階　　０２８７（２３）７６０１本

日にち 場所 予約者数（人）
５月６日㊏ 　大田原東地区公民館 115
５月７日㊐ 　生涯学習センター 178
５月18日㊍ 　大田原東地区公民館 151
５月19日㊎ 　湯津上庁舎 86
５月20日㊏ 　生涯学習センター 195
５月22日㊊ 　野崎研修センター 172

日にち 場所 予約者数（人）
５月27日㊏ 　金田北地区公民館 214
５月31日㊌ 　黒羽保健センター 136
６月５日㊊ 　親園農村環境改善センター 105
６月８日㊍ ✿大田原東地区公民館 220
６月10日㊏ 　佐久山小学校 187
６月15日㊍ 　両郷地区公民館 123

✿女性のみが予約できる日
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